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唯
識
論
義
「
無
間
解
脱
同
断
一
障
」
の
論
理
に
つ
い
て

―
附
『
貞
慶
撰
『
唯
識
論
尋
思
鈔
』
の
研
究

―

「
別
要
」
教
理
篇
上
』
の
校
正
漏
れ
修
正―

後
　

藤
　

康
　

夫

【
要
旨
】

　

昨
年
（
二
○
二
二
年
二
月
）
龍
谷
大
学
仏
教
文
化
研
究
叢
書
四
八
と
し
て
『
貞
慶

撰
『
唯
識
論
尋
思
鈔
』
の
研
究―

「
別
要
」
教
理
篇
上
』
（
法
蔵
館
）
が
上
梓
さ
れ

た
。
同
書
は
身
延
山
大
学
図
書
館
所
蔵
の
『
唯
識
論
尋
思
鈔
別
要
』
（
『
尋
思
別

要
』
）
を
底
本
と
し
て
、
大
谷
大
学
図
書
館
所
蔵
『
尋
思
別
要
』
・
龍
谷
大
学
図
書

館
所
蔵
『
尋
思
別
要
』
を
対
校
本
と
し
、
適
宜
各
大
学
図
書
館
所
蔵
『
唯
識
論
尋
思

鈔
』
（
『
尋
思
鈔
』･

『
尋
思
通
要
』
）
等
々
を
参
照
し
て
、
『
尋
思
別
要
』
巻
一

の
翻
刻
・
読
解
を
行
っ
た
書
籍
で
あ
る
。
こ
れ
は
龍
谷
大
学
教
授
の
楠
淳
證
氏
を
主

編
者
兼
著
者
と
し
、
筆
者
は
編
者
及
び
著
者
の
一
人
と
し
て
幾
つ
か
の
論
義
テ
ー
マ

を
担
当
し
て
い
る
。
編
者
の
一
人
と
し
て
校
正
に
あ
た
っ
て
い
る
も
の
の
、
若
干
の

校
正
漏
れ
が
判
明
し
た
。
無
論
、
こ
れ
は
他
の
編
者
・
著
者
に
関
係
の
な
い
こ
と
で

あ
る
。
今
回
、
本
稿
で
は
校
正
漏
れ
修
正
と
共
に
論
義
テ
ー
マ
「
無
間
解
脱
同
断
一

障
」
に
関
し
て
若
干
の
考
察
を
行
う
も
の
で
あ
る
。
「
無
間
解
脱
同
断
一
障
」
と

は
、
唯
識
教
学
に
お
い
て
煩
悩
を
断
じ
仏
果
に
至
る
上
で
十
地
等
各
修
行
階
梯
に

四
道
（
加
行
道
・
無
間
道
・
解
脱
道･

勝
進
道
）
を
設
け
る
中
の
二
つ
を
指
し
て
い

て
、
無
間
道
と
は
間
隙
な
く
煩
悩
を
断
じ
る
段
階
、
解
脱
道
と
は
煩
悩
を
断
じ
て
理

を
証
す
る
段
階
の
こ
と
で
あ
る
。
無
間
・
解
脱
二
道
は
同
様
に
断
惑
す
る
も
の
の
、

中
国
唯
識
に
お
い
て
「
同
断
一
障
」
に
つ
い
て
金
剛
心
位
の
菩
薩
を
等
覚
と
見
な
す

の
か
と
い
う
「
等
覚
」
の
位
置
を
含
め
て
、
玄
奘
（
六
○
○
［
二
］
～
六
六
四
）

門
下
基
（
六
三
二
～
六
八
二
）
と
同
門
の
円
測
（
六
一
三
～
六
九
六
）
の
見
解
に

対
し
、
基
の
直
弟
子
慧
沼
（
六
四
八
～
七
一
四
）
や
基
の
法
孫
智
周
（
六
六
八
～

七
二
三
）
間
の
見
解
が
異
な
っ
て
い
た
。
そ
の
た
め
伝
来
先
の
日
本
で
は
『
尋
思
別

要
』
に
お
い
て
不
整
合
性
等
々
の
課
題
に
つ
い
て
蔵
俊
（
一
一
○
四
～
一
一
八
○
）

の
解
釈
を
示
し
な
が
ら
貞
慶
（
一
一
五
五
～
一
二
一
三
）
は
慧
沼
と
智
周
の
見
解
の

相
違
を
指
摘
し
た
後
、
末
学
迷
惑
の
義
を
遮
す
と
提
示
し
て
い
る
。
こ
こ
に
『
尋
思

別
要
』
収
載
の
意
義
の
存
し
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
く
る
も
の
で
あ
る
。

【
キ
ー
ワ
ー
ド
】
　

貞
慶
　

蔵
俊
　

唯
識
論
尋
思
鈔
別
要
　

成
唯
識
論
同
学
鈔

　
　
　
　
　
　
　
　

成
唯
識
論
了
義
灯
　

成
唯
識
論
演
秘

目
次
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、
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三
、
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義
テ
ー
マ
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開
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四
、
論
義
テ
ー
マ
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六
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正
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一
、
は
じ
め
に

　

昨
年
（
二
○
二
二
年
二
月
）
龍
谷
大
学
仏
教
文
化
研
究
叢
書
四
八
と
し
て
楠
淳
證

教
授
を
主
編
者
兼
著
者
と
す
る
『
唯
識
論
尋
思
鈔
別
要
』
（
以
下
『
尋
思
別
要
』
）

の
翻
刻
・
読
解
の
研
究
書
『
貞
慶
撰
『
唯
識
論
尋
思
鈔
』
の
研
究―

別
要 

教
理
篇

上
』
（
法
蔵
館
）
が
上
梓
さ
れ
た
。
筆
者
は
共
編
者
兼
著
者
の
一
人
と
し
て
幾
つ
か

の
論
義
テ
ー
マ
を
担
当
し
て
い
る
。

　

日
本
で
の
唯
識
教
学
に
は
中
国
僧
等
先
徳
説
に
従
う
の
み
な
ら
ず
、
自
ら
新
た
に

解
釈
す
る
と
い
う
こ
と
が
伝
来
以
来
行
わ
れ
て
き
た
。
『
尋
思
別
要
』
に
お
い
て
も

蔵
俊
等
先
徳
に
準
じ
な
が
ら
も
そ
れ
の
み
に
止
ま
ら
ず
自
ら
教
義
的
に
歩
を
進
め
て

い
る
点
が
随
所
に
見
ら
れ
る
。
今
回
、
他
の
研
究
者
の
担
当
し
た
論
義
テ
ー
マ
は
言

う
に
及
ば
ず
、
筆
者
の
担
当
し
た
論
義
テ
ー
マ
で
も
興
味
深
い
展
開
が
図
ら
れ
て
い

る
。
そ
の
中
で
、
改
め
て
論
義
テ
ー
マ
「
無
間
解
脱
同
断
一
障
」
を
取
り
上
げ
て
貞

慶
の
解
釈
を
若
干
記
し
て
み
た
い
。
合
わ
せ
て
、
『
貞
慶
撰
『
唯
識
論
尋
思
鈔
』

の
研
究―

別
要 

教
理
篇
上
』
に
共
編
者
の
責
と
し
て
少
し
校
正
漏
れ
が
あ
っ
た
た

め
、
若
干
の
修
正
も
行
う
も
の
で
あ
る
。

　

論
義
テ
ー
マ
「
無
間
解
脱
同
断
一
障
」
の
「
無
間
解
脱
」
と
は
、
唯
識
教
学
に
お

い
て
煩
悩
を
断
じ
仏
果
に
至
る
上
で
十
地
等
各
修
行
階
梯
に
四
道
（
加
行
道
・
無
間

道
・
解
脱
道･

勝
進
道
）
を
設
け
る
中
の
二
つ
を
さ
し
て
い
る
。
加
行
道
と
は
煩
悩

を
断
じ
よ
う
と
し
て
修
行
を
行
う
段
階
を
さ
し
、
無
間
道
と
は
間
隙
な
く
煩
悩
を

断
じ
る
段
階
（
無
間
道
の
「
無
間
」
に
は
、
理
を
観
じ
る
こ
と
「
無
間
」
と
惑
を

断
じ
る
こ
と
「
無
間
」
の
二
義
が
あ
る
）
の
こ
と
で
、
解
脱
道
と
は
煩
悩
を
断
じ

て
理
を
証
す
る
段
階
（
惑
の
麁
重
を
除
き
体
自
在
で
あ
る
点
と
所
証
の
理
は
離
繋

で
あ
る
点
の
二
義
が
あ
る
）
の
こ
と
、
勝
進
道
と
は
さ
ら
に
禅
定
・
智
慧
を
磨
く

段
階
の
こ
と
で
、
菩
薩
の
修
行
階
梯
に
は
こ
れ
ら
が
み
な
揃
っ
て
い
る
。
こ
の
う

ち
無
間
・
解
脱
の
二
道
は
同
様
に
断
惑
す
る
も
の
の
、
中
国
唯
識
に
お
い
て
玄
奘

（
六
○
○
［
二
］
～
六
六
四
）
の
門
下
基
（
六
三
二
～
六
八
二
）
の
兄
弟
弟
子
に
あ

た
る
円
測
（
六
一
三
～
六
九
六
）
の
見
解
に
対
し
て
、
基
の
直
弟
子
慧
沼
（
六
四
八

～
七
一
四
）

①

や
基
か
ら
は
法
孫
に
あ
た
る
智
周
（
六
六
八
～
七
二
三
）
た
ち
と
の

見
解
が
異
な
っ
て
い
た
。
そ
の
た
め
伝
来
後
、
教
義
的
に
整
合
性
が
あ
る
解
釈
を
求

め
て
い
た
日
本
の
僧
た
ち
に
と
っ
て
は
看
過
し
難
い
論
義
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
古
代

か
ら
中
世
に
か
け
て
の
日
本
の
唯
識
教
学
の
展
開
上
注
視
さ
れ
て
い
た
学
侶
た
ち
は

ど
の
よ
う
に
と
ら
え
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
さ
に
「
無
間
と
解
脱
と
は
同
じ
く

一
障
を
断
じ
る
の
か
」
に
つ
い
て
蔵
俊
（
一
一
○
四
～
一
一
八
○
）
を
含
め
た
貞
慶

（
一
一
五
五
～
一
二
一
三
）
た
ち
は
ど
の
よ
う
に
考
察
し
て
い
る
の
か
を
論
じ
て
い

て
い
る
書
が
『
尋
思
別
要
』
で
の
論
義
テ
ー
マ
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
『
尋
思
別
要
』

の
論
題
は
大
き
く
は
七
十
余
条
に
分
か
れ
て
い
る

②

が
、
各
論
義
テ
ー
マ
ご
と
に
丁

数
の
長
短
・
内
容
の
浅
深
の
別
は
あ
る
も
の
の
条
数
そ
の
も
の
が
『
尋
思
鈔
』
（
以

下
『
尋
思
通
要
』
と
表
記
す
る
場
合
も
あ
る
）
や
『
成
唯
識
論
同
学
鈔
』
（
以
下

『
同
学
鈔
』
）
と
比
べ
て
少
数
で
あ
る
だ
け
に
、
諸
論
義
の
テ
ー
マ
は
何
れ
も
ま
ず

取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
唯
識
教
学
上
の
課
題
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
言
え

る
で
あ
ろ
う
。

二
、
唯
識
に
お
け
る
菩
薩
修
行
の
あ
り
よ
う

　

中
国
唯
識
学
派
及
び
日
本
法
相
宗
の
主
要
論
典
に
あ
た
る
玄
奘
訳
『
成
唯
識
論
』

に
は
、
巻
一
か
ら
巻
二
に
か
け
て
外
道
・
小
乗
を
破
し
た
後
に
、
巻
二
か
ら
の
識
論

（
心
王
・
心
所
）
等
と
巻
八
か
ら
の
三
性
及
び
修
道
（
煩
悩
の
断
滅
過
程
）
が
説
か

れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
唯
識
教
学
に
お
け
る
重
要
教
義
が
網
羅
さ
れ
て
い
る
こ
と
を

意
味
し
て
い
る
。
識
論
の
中
心
は
阿
頼
耶
識
（ā

la
y

a
-v

ij ñ
ā
n

a

）
で
あ
り
、
こ
れ
に

前
六
識
（
眼
識･

耳
識･

鼻
識･

舌
識･

身
識･

意
識
（m

a
n

o
-v

ij ñ
ā
n

a

）
）
と
末
那
識

（m
a
n

a
s

）
の
七
転
識
が
加
わ
り
世
界
万
象
の
現
行･

熏
習
を
示
す
阿
頼
耶
識
縁
起
が

説
か
れ
る
こ
と
に
な
る
。
三
性
は
遍
計
所
執
性
（p

a
rik

a
lp

ita
-sv

a
b
h
ā
v
a

）
・
依

他
起
性
（p

a
ra

ta
n

tra
-sv

a
b
h
āv

a

）
・
円
成
実
性
（p

a
rin

is

・p
a
n

n
a
-sv

a
b
h
āv

a

）
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の
三
性
と
相
無
性
（la

k
s

・a
n

・a
-n

ih

・s
v

a
b

h
ā

v
a

t
ā

）
・
生
無
性
（u

t
p

a
t
t
i-

n
ih

・sv
a
b
h
ā
v
a
t ā

）
・
勝
義
実
性
（p

a
ra

m
ā
rth

a
-n

ih
sv

a
b
h
ā
v
a
t ā

）
の
三
無
性
を

説
い
て
唯
識
中
道
や
唯
識
三
性
観
へ
と
繋
が
る
も
の
で
あ
る
。
修
道
で
は
、
地
前
位

を
経
て
初
地
入
見
道
の
菩
薩
が
、
長
い
修
行
の
過
程
で
煩
悩
を
断
じ
各
位
に
お
い
て

一
分
一
分
の
真
如
を
得
て
不
退
転
位
へ
と
進
み
、

終
的
に
残
り
の
煩
悩
を
全
て
断

じ
て
仏
果
に
到
る
と
い
う
二
転
の
妙
果
（
大
菩
提
・
大
涅
槃
）
を
得
る
こ
と
が
説
か

れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
現
在
の
認
識
活
動
の
理
解
か
ら
世
界
を
把
握
し
、
中
道
を

理
解
を
経
て
菩
薩
道
を
歩
ん
で
い
く
一
連
の
教
義
に
お
い
て
菩
薩
の
修
行

終
位
で

は
若
干
の
問
題
点
が
あ
り
、
そ
れ
が
本
論
義
の
テ
ー
マ
に
な
っ
て
い
る
。

　

抑
も
唯
識
で
は
菩
薩
の
修
行
位
は
天
台
等
の
他
宗
と
異
な
り
四
十
一
位
を
立
て
て

い
る
。
仏
果
へ
至
る
た
め
の
修
行
階
梯
は
十
住
・
十
行
・
十
廻
向
・
十
地
・
妙
覚
の

四
十
一
位
を
立
て
、
資
糧
位
・
加
行
位
・
通
達
位
・
修
習
位
・
究
竟
位
の
五
位
に
対

応
さ
せ
て
い
る
。
即
ち
、

と
な
り
、
こ
れ
が
三
阿
僧

劫
を
経
る
と
い
う
よ
う
に
長
劫
に
亘
っ
て
五
位
・

四
十
一
位
を
修
し
て
い
く
こ
と
が
、
『
成
唯
識
論
』
等
中
国
唯
識
以
来
唯
識
学
通
途

の
教
義
で
あ
っ
た

③

。
十
住
・
十
行
・
十
廻
向
の
地
前
位
を
経
て
、
四
尋
思
観
・
四

如
実
智
観
の
加
行
位
の
次
刹
那
に
、
地
上
位
の
初
地
入
見
道
よ
り
本
有
無
漏
種
子
を

現
行
さ
せ
て
ゆ
き
ま
た
真
如
を
一
分
発
得
し
て
、
以
降
順
々
に
第
一
地
極
喜
地
の
住

心
か
ら
第
十
地
法
雲
地
に
至
る
各
地
に
お
い
て
有
漏
の
種
子
を
伏
し
現
行
を
断
じ

後
に
習
気
を
捨
し
て
断
惑
し
て
ゆ
き
、
遂
に
証
理
に
至
る
道
程
を
歩
ん
で
い
く
わ
け

で
あ
る
。
こ
の
各
地
に
は
加
行
道
・
無
間
道
・
解
脱
道･

勝
進
道
の
四
道
を
設
け
て

い
る
。
加
行
道
と
は
煩
悩
を
断
じ
よ
う
と
し
て
修
行
を
行
う
段
階
、
無
間
道
と
は
間

隙
な
く
煩
悩
を
断
じ
る
段
階
（
無
間
道
の
無
間
に
は
、
理
を
観
じ
る
こ
と
と
惑
を

断
じ
る
こ
と
の
二
つ
が
あ
る
）
、
解
脱
道
と
は
煩
悩
を
断
じ
て
理
を
証
す
る
段
階

（
惑
の
麁
重
を
除
き
体
自
在
で
あ
る
点
と
所
証
の
理
は
離
繋
で
あ
る
点
の
二
つ
が
あ

る
）
、
勝
進
道
と
は
さ
ら
に
禅
定
・
智
慧
を
磨
く
段
階
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

に
煩
悩
を
断
じ
て
真
理
を
証
す
る
の
は
無
間
道
と
解
脱
道
の
二
道
に
て
行
な
わ
れ
て

い
る
。
し
か
し
、
無
間
道
で
断
惑
し
解
脱
道
で
択
滅
を
証
す
る
の
で
は
な
く
、
無
間

道
で
は
断
惑
す
る
も
の
の
無
堪
任
性
（
煩
悩
習
気
）
を
捨
す
た
め
に
解
脱
道
に
て
そ

れ
を
捨
し
つ
つ
択
滅
無
為
を
証
す
る
と
い
う
所
謂
「
無
間
道
断
解
脱
道
捨
証
」
〔
前

六
識
と
倶
な
る
倶
生
起
煩
悩
障
の
種
子
は
金
剛
無
間
道
で
頓
断
し
習
気
は
仏
果
解
脱

道
で
永
捨
（
各
地
で
漸
捨
し
て
い
る
も
の
の
残
滓
を
永
捨
。
以
下
同
様
）

、
第
七
識
と
倶
な
る
そ

れ
の
種
子
は
金
剛
無
間
道
で
頓
断
し
習
気
は
仏
果
解
脱
道
で
永
捨
、
ま
た
前
六
識
と

倶
な
る
倶
生
起
所
知
障
の
種
子
は
金
剛
無
間
道
で
頓
断
し
習
気
は
仏
果
解
脱
道
で
永

捨
、
第
七
識
と
倶
な
る
そ
れ
の
現
行
は
金
剛
無
間
道
で
永
伏
・
種
子
は
金
剛
無
間
道

で
頓
断
し
習
気
は
仏
果
解
脱
道
で
永
捨
〕
と
で
あ
る
。
こ
の
断･

捨･

証
は

無
間
道
時
已
無
惑
種
何
用
復
起
解
脱
道
爲
。
斷
惑
證
滅
期
心
別
故
。
爲
捨
彼
品

麁
重
性
故
。
無
間
道
時
雖
無
惑
種
而
未
捨
彼
無
堪
任
性
。
爲
捨
此
故
起
解
脱

道
。
及
證
此
品
擇
滅
無
爲
。

④

（
筆
者
傍
線
記
す
、
以
下
同
様
）

無
間
道
の
時
に
已
に
惑
の
種
無
く
な
れ
り
。
何
ぞ
復
、
解
脱
道
を
起
こ
す
こ
と

を
用
ゐ
る
と
爲
さ
ん
や
。
惑
を
斷
ず
る
と
滅
を
證
せ
ん
と
す
る
期
、
心
別
な
る
が

故
な
り
。
彼
の
品
の
麁
重
性
を
捨
せ
ん
が
爲
の
故
に
。
無
間
道
の
時
に
惑
の
種
無
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く
な
る
と
雖
も
而
も
未
だ
彼
の
無
堪
任
性
を
捨
せ
ず
。
此
れ
を
捨
せ
ん
が
爲
の

故
に
解
脱
道
を
起
こ
し
、
及
び
此
の
品
の
擇
滅
無
爲
を
證
せ
ん
と
す
る
な
り
。

と
あ
る
通
り
、
無
間
・
解
脱
二
道
の
違
い
が
説
示
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
を

基
は
『
成
唯
識
論
述
記
』
に
お
い
て
『
成
唯
識
論
』
の
文
を
二
つ
に
分
け
て

論
。
斷
惑
證
滅
期
心
別
故
。
述
曰
。
下
論
主
答
。
由
前
加
行
期
心
別
故
。
謂
無

間
道
能
斷
惑
。
解
脱
道
能
證
滅
。
雖
無
間
道
已
無
惑
種
。
證
彼
無
爲
。
有
此
用

別
起
解
脱
道
。
此
一
解
也
。

⑤

『
論
』
に
「
斷
惑
證
滅
期
心
別
故
」
。
述
し
て
曰
は
く
、
下
は
論
主
の
答
な

り
。
前
加
行
の
期
、
心
は
別
な
る
に
由
る
が
故
に
。
謂
は
く
無
間
道
に
能
く
惑

を
斷
じ
、
解
脱
道
に
能
く
滅
を
證
す
。
無
間
道
に
已
に
惑
の
種
無
し
と
雖
も
彼

の
無
爲
を
證
せ
ん
と
し
て
此
の
用
有
り
。
別
に
解
脱
道
を
起
こ
す
な
り
。
此
れ

一
解
也
。

と
述
べ
て
、
一
つ
は
無
間
道
で
断
惑
し
解
脱
道
で
択
滅
無
為
を
証
す
る
解
と
解
釈

し
、
今
一
つ
を

論
。
爲
捨
彼
品
麁
重
性
故
。
述
曰
。
下
第
二
解
。
麁
重
性
者
。
即
二
障
種
無
堪

任
性
。
論
。
無
間
道
時
至
擇
滅
無
爲
。
述
曰
。
無
間
道
倶
雖
無
惑
種
。
而
未
捨

彼
無
堪
任
性
。
爲
捨
此
故
起
解
脱
道
。
解
脱
道
起
非
唯
爲
此
。
及
證
此
品
擇
滅

無
爲
。

無
堪
任
與
無
間
道
倶
滅
。
證
無
爲
得
與
解
脱
道
倶
生
故
。
解
脱
道
雖

不
違
惑
得
。
而
亦
有
用
。
此
後
意
説
。
種
生
現
雖
同
時
。
菩
薩
金
剛
心
由
有
麁

重
性
故
不
名
爲
佛
。
明
此
位
第
八
識
猶
有
漏
爲
麁
重
所
依
。
不
然
如
何
不
名
爲

佛
。
前
解
但
爲
證
無
爲
者
。
金
剛
心
中
第
八
已
無
漏
。
未
圓
明
故
不
名
爲
佛
。

後
解
爲
勝
。

⑥

『
論
』
に
「
爲
捨
彼
品
麁
重
性
故
」
。
述
し
て
曰
は
く
、
下
は
第
二
解
な
り
。

麁
重
性
と
は
即
ち
二
障
の
種
の
無
堪
任
性
な
り
。
『
論
』
に
「
無
間
道
時
至
擇

滅
無
爲
」
。
述
し
て
曰
は
く
、
無
間
道
と
倶
に
惑
種
無
し
と
雖
も
而
も
未
だ
彼

の
無
堪
任
性
を
捨
せ
ず
。
此
れ
を
捨
す
爲
の
故
に
解
脱
道
を
起
こ
す
。
解
脱
道

が
起
こ
る
こ
と
は
唯
だ
此
の
爲
の
み
に
非
ず
。
及
び
此
の
品
の
擇
滅
無
爲
を
證

す
。

ち
無
堪
任
は
無
間
道
と
倶
に
滅
す
と
も
無
爲
を
證
得
す
る
は
解
脱
道
と

倶
に
生
ず
る
が
故
に
。
解
脱
道
は
惑
得
に
違
せ
ず
と
雖
も
而
も
亦
用
有
り
。
此

の
後
の
意
に
説
く
、
種
が
現
を
生
ず
る
は
同
時
な
り
と
雖
も
菩
薩
の
金
剛
心
に

は
麁
重
性
有
る
に
由
る
が
故
に
名
づ
け
て
佛
と
爲
さ
ず
。
明
ら
か
に
此
の
位
に

は
第
八
識
は
猶
ほ
有
漏
に
し
て
麁
重
の
所
依
と
爲
る
。
然
ら
ず
ん
ば
如
何
ぞ
名

づ
け
て
佛
と
爲
さ
ざ
る
や
。
前
解
は
但
だ
無
爲
を
證
す
が
爲
と
い
ふ
は
、
金
剛

心
の
中
の
第
八
は
已
に
無
漏
な
れ
ど
も
未
だ
圓
明
な
ら
ざ
る
が
故
に
名
づ
け
て

佛
と
爲
さ
ず
。
後
解
を
勝
と
爲
す
。

と
記
し
て
い
る
。
こ
れ
は
無
間
道
に
お
い
て
惑
種
を
断
ず
る
と
も
ま
だ
麁
重
性
（
無

堪
任
性
）
を
捨
し
て
い
な
い
の
で
、
こ
れ
を
捨
す
た
め
に
解
脱
道
を
起
こ
す
必
要
が

あ
る
が
、
そ
れ
に
止
ま
ら
ず
更
に
択
滅
無
為
（
聖
慧
の
簡
択
力
に
よ
っ
て
雜
染
を
滅

し
て
証
顕
さ
れ
た
無
為
）
を
証
す
る
た
め
と
し
て
い
る
。
こ
の
う
ち
二
解
の
中
で
後

者
を
勝
義
と
見
て
い
る
。
こ
れ
は
菩
薩
金
剛
心
位
に
は
第
八
識
は
ま
だ
有
漏
性
が

あ
っ
て
麁
重
性
の
所
依
と
な
っ
て
い
る
た
め
に
ま
だ
仏
と
は
な
ら
な
い
段
階
を
指
し

て
い
る
た
め
麁
重
性
を
捨
す
必
要
が
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
し
か
も
、
麁
重
性
に
は

二
障
が
あ
り

煩
惱
麁
重
障
。
無
始
以
來
與
所
知
障
倶
。
所
知
障
爲
本
。
由
無
間
道
本
障
斷

故
。
其
末
煩
惱
障
麁
重
。
與
所
知
障
麁
重
。
解
脱
道
中
捨
。

⑦

煩
惱
の
麁
重
障
は
無
始
以
來
所
知
障
と
倶
な
り
。
所
知
障
を
本
と
爲
す
。
無
間
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道
に
本
の
障
を
斷
ず
る
に
由
る
が
故
に
、
其
の
末
の
煩
惱
障
の
麁
重
は
所
知
障

の
麁
重
と
と
も
に
解
脱
道
の
中
に
捨
す
。

と
根
本
の
障
は
無
間
道
で
断
じ
、
煩
悩
・
所
知
二
障
の
麁
重
性
は
解
脱
道
で
捨
す
と

し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
無
間
・
解
脱
二
道
に
は
異
論
の
余
地
が
入
り
込
む
よ
う
な

解
釈
の
齟
齬
は
な
い
は
ず
で
あ
っ
た
が
、
必
ず
し
も
そ
の
よ
う
な
展
開
に
は
な
っ
て

い
な
か
っ
た
。

三
、
論
義
の
展
開
①―

『
同
学
鈔
』
の
解
釈

　

こ
の
よ
う
に
二
道
の
意
味
付
け
が
異
な
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
無
間
・
解
脱
二
道
で

は
同
じ
よ
う
に
断
惑
す
る
の
か
ど
う
か
と
い
う
点
で
、
必
ず
し
も
解
釈
の
一
致
を
見

て
い
な
い
。
こ
れ
に
は
等
覚
の
位
置
づ
け
に
も
関
わ
っ
て
く
る
こ
と
で
も
あ
っ
た
。

日
本
に
お
け
る
議
論
で
は
第
十
地
の
金
剛
心
位
に
あ
る
菩
薩
を
等
覚
と
名
づ
け
て
よ

い
の
か
否
か
を
問
題
点
と
す
る
中
に
お
い
て
、
無
間
道
・
解
脱
道
の
二
道
で
同
様
に

断
惑
が
な
さ
れ
る
と
見
て
よ
い
の
か
ど
う
か
か
が
改
め
て
問
わ
れ
て
い
た
の
で
あ

る
。
な
ぜ
な
ら
ば
『
成
唯
識
論
』
の
通
り
、
惑
を
断
じ
る
こ
と
を
第
一
義
と
す
る
無

間
道
に
お
い
て
も
理
を
証
し
な
い
こ
と
は
な
い
は
ず
だ
し
、
ま
た
真
理
を
証
す
る
解

脱
道
に
お
い
て
も
惑
を
捨
て
て
択
滅
無
為
の
真
理
が
現
れ
る
と
見
ら
れ
る
か
ら
で

あ
る
。
こ
こ
に
『
尋
思
別
要
』
で
の
論
義
テ
ー
マ
が
立
て
ら
れ
た
理
由
が
あ
っ
た

と
い
っ
て
よ
い
。
こ
の
当
該
問
題
が
論
義
テ
ー
マ
の
一
つ
と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い

る
『
尋
思
別
要
』
以
外
に
貞
慶
に
よ
っ
て
引
用
さ
れ
て
い
る
蔵
俊
（
一
一
○
四
～

一
一
八
○
）
釈
か
ら
も
既
に
何
ら
か
の
形
で
あ
れ
彼
の
『
菩
提
院
抄
』
（
当
該
箇
所

現
存
せ
ず
『
尋
思
別
要
』
に
引
用
）
等
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
し
、

更
に
良
算
（
～
一
一
九
五
～
一
二
一
七
～
）
編
述
『
同
学
鈔
』
に
も
同
様
の
主
題
で

取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
『
尋
思
鈔
』
や
『
同
学
鈔
』
に
先
行
す
る
『
菩
提
院
抄
』

の
著
述
年
代
は
一
部
分
に
久
安
三
年
（
一
一
四
七
）
の
蔵
俊
奥
書

⑧

が
残
っ
て
い
る

も
の
の
全
体
は
不
明
で
あ
る
、
し
か
し
蔵
俊
以
前
に
は
な
く
平
安
期
に
も
私
記
類
等

で
検
討
さ
れ
た
様
子
は
現
段
階
で
は
見
い
出
し
難
い
。
ま
さ
に
蔵
俊
に
よ
っ
て
論
義

抄
が
作
成
さ
れ
て
い
る
点
か
ら
こ
の
頃
が
嚆
矢
と
さ
れ
る
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

ま
た
『
同
学
鈔
』
編
述
時
期
は
、
奥
書
に
よ
る
限
り
建
久
五
年
（
一
一
九
四
）
か
ら

建
保
五
年
（
一
二
一
七
）

⑨

の
お
お
よ
そ
二
十
三
年
程
の
長
期
に
亘
る
が
、
当
該
論

義
テ
ー
マ
収
載
巻
の
著
述
年
代
は
不
詳
の
ま
ま
で
あ
る
。
た
だ
、
建
久
五
年
の
興
玄

（
不
詳
）
の
奥
書
（
巻
一―

八
）
以
外
の
他
は
全
て
良
算
で
あ
り
、
同
じ
く
当
該
論

義
テ
ー
マ
収
載
の
巻
一
に
も
巻
一―

一･

巻
一―

二
は
良
算
の
奥
書
が
あ
る
。
巻
一

―

七
が
興
玄
作
な
の
か
良
算
作
な
の
か
は
奥
書
か
ら
は
判
断
で
き
な
い
も
の
の
同
巻

他
論
義
テ
ー
マ
を
加
え
て
み
る
と
巻
一―

七
は
良
算
作
と
捉
え
て
お
き
た
い
。
た
と

え
こ
の
箇
所
が
後
々
興
玄
作
で
あ
っ
た
と
判
明
し
て
も
本
稿
で
は
『
同
学
鈔
』
の
当

該
内
容
を
把
握
す
る
と
い
う
視
点
の
み
な
の
で
作
者
問
題
に
は
発
展
し
な
い
こ
と
を

敢
え
て
記
し
て
お
き
た
い
。
な
お
興
玄
は
建
久
五
年
以
後
に
は
名
が
現
れ
ず
、
全
て

良
算
の
名
の
み
か
ら
も
こ
の
頃
に
死
去
等
編
纂
か
ら
離
れ
て
い
る
と
見
て
よ
い
で
あ

ろ
う
。

　

と
こ
ろ
で
、
良
算
は
同
法
二
～
三
名
の
一
名
と
し
て
貞
慶
の
『
尋
思
別
要
』
・

『
尋
思
鈔
』
（
『
尋
思
通
要
』
）
作
成
に
大
い
に
関
わ
っ
て
い
て
、
貞
慶
が
『
尋
思

鈔
』
編
述
を
企
図
し
た
建
久
八
年
（
一
一
九
七
）
以
降
、
建
久
九
年
（
一
一
九
八
）

か
ら
正
治
二
年
（
一
二
○
○
）
に
か
け
て
の
『
尋
思
鈔
』
作
成
直
前
の
時
期

⑩

に
、

恰
も
『
尋
思
鈔
』
の
草
稿
的
書
と
見
な
し
て
差
し
支
え
な
い
で
あ
ろ
う
『
摩
尼
抄
』

（
散
逸
）
を
貞
慶
の
指
示
で
作
成
し
て
い
る
。
『
尋
思
鈔
』
は
そ
の
直
後
の
正
治
二

年
か
ら
建
仁
元
年
（
一
二
○
一
）
に
か
け
て
『
尋
思
別
要
』･

『
尋
思
通
要
』
の
順

で
作
成
さ
れ
て
お
り
、
後
述
す
る
当
該
論
義
テ
ー
マ
の
内
容
か
ら
当
該
箇
所
は
貞
慶

に
師
事
す
る
時
期
か
或
い
は
そ
れ
以
前
か
ら
着
手
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
と
見
ら

れ
る
。

　

そ
の
『
同
学
鈔
』
の
発
問
に
は
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問
。
西
明
意
。
釋
等
覺
名
。
無
間
解

同
斷
一
障
云
云

。
爾

淄
洲
大
師
。
可
許

此
義
耶
。

⑪

問
ふ
。
西
明
の
意
は
等
覺
の
名
を
釋
し
無
間
と
解
脱
と
は
同
じ
く
一
障
を
斷
ず

と
云
云
。
爾
ら
ば
、
淄
洲
大
師
は
此
の
義
を
許
す
可
き
耶
。

と
述
べ
て
始
め
て
お
り
、
円
測
は
等
覚
位
を
無
間
解
脱
同
断
一
障
で
あ
る
と
解
釈
し

て
い
る
と
し
て
、
こ
れ
に
対
し
て
慧
沼
は
認
め
て
い
る
の
か
と
い
う
問
題
設
定
で
あ

る
。
こ
れ
に
は
先
述
の
通
り
、
無
間
解
脱
に
関
す
る
解
釈
に
つ
い
て
円
測
が
採
っ
た

解
釈
を
慧
沼
が
必
ず
し
も
否
定
し
て
い
な
い
と
見
る
向
き
が
あ
り
、
こ
れ
に
つ
い
て

理
の
適
っ
た
解
釈
を
提
示
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。
『
同
学
鈔
』

で
は
上
述
文
に
続
け
て
慧
沼
が
認
め
な
い
場
合
を
提
示
し
て
、
『
成
唯
識
論
了
義

灯
』
（
以
下
『
了
義
灯
』
）
を
見
る
限
り
で
は
円
測
を
批
難
し
て
い
る
よ
う
に
は
見

え
ず
、
助
解
を
設
け
て
円
測
釈
を
本
と
し
慧
沼
釈
を
別
義
と
し
て
い
る
と
見
な
し
て

い
る
。
そ
こ
で
円
測
に
は
三
釈
が
あ
っ
て
こ
れ
は
玄
奘
の
解
で
も
あ
っ
た
の
で
認
め

ら
れ
な
い
わ
け
が
な
い
と
い
う
問
難
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
智
周
の
『
成
唯
識
論
演

秘
』
（
以
下
『
演
秘
』
）
に
は
こ
の
釈
を
批
判
し
て
い
る
。
た
だ
智
周
が
や
み
く
も

に
法
系
上
先
徳
に
あ
た
る
慧
沼
自
身
を
否
定
す
る
は
ず
が
な
く
、
『
了
義
灯
』
の
他

の
箇
所
を
見
る
と
や
は
り
断
惑
証
滅
に
相
違
す
る
と
し
て
慧
沼
も
こ
の
釈
を
破
斥
し

て
い
る
と
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
慧
沼
に
両
義
あ
る
よ
う
に
捉
え
ら
れ
る
が

本
当
は
ど
う
な
の
で
あ
ろ
う
と
再
度
問
い
を
設
定
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
あ
く
ま
で

も
慧
沼
に
よ
る
許
不
許
に
焦
点
を
当
て
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

　

『
同
学
鈔
』
で
は
こ
れ
に
対
し
て
、
こ
の
よ
う
な
釈
に
難
と
す
る
と
こ
ろ
は
な
い

け
れ
ど
も
『
演
秘
』
に
基
づ
け
ば
認
め
な
い
と
い
う
解
釈
（
慧
沼
不
許
と
捉
え
る
）

を
取
っ
て
い
る
。
つ
ま
り

答
。
誠
如
疑

。
雖
引
此
釋
別
無

破
。
雖
然
准
演
祕
意
。
不
許
此
義
歟
。
演

祕
所
引
三
箇
異

。

西
明
疏
三
解
。
其
義
無
替
。
誰
依
用
セ
ン
耶
。 

隨
下

燈
中
委

之
畢
。
三
藏
解

。
西
明
所
傳
。
如
云
要
集
雖
云
三
藏
所

。
然
恐

傳
錯
也
。
別
引
此
釋

。
見
西
明
疏
。
初
二
義
ニ
ハ
同
安
有
義
（
義
＝
云＜

甲＞

＜

乙＞

）

之
言
。
至
（
（
今
）
＋
第＜

甲＞
＜

乙＞

）

第
三
義
。
今
三
藏
云
等
云
云

。
此

彼
師
實
義
見
。
故
燈
師
且
引
此
義
許
也
。
但
至
今
有
（
有
＝
又＜

甲＞
＜

乙＞

）

助
釋
（
釋
＋
（
之
）＜

甲＞

）

文

。
圓
測
義
外
。
更
作
別
釋
。
故
云
肋
釋
。
以

彼
師
義
。
非
爲
本
義
。
演
祕
破
有
人
三
義
了
。
今
助
一
釋
等
云
云

。
以
彼
可
准

之
。

⑫

答
ふ
。
誠
に
疑
難
の
如
し
。
此
の
釋
を
引
く
と
雖
も
別
に
難
破
無
し
。
然
り
と

雖
も
『
演
祕
』
の
意
に
准
ず
れ
ば
此
の
疑
を
許
さ
ざ
る
歟
。
『
演
祕
』
所
引
の

三
箇
の
異

は

ち
『
西
明
疏
』
の
三
解
な
り
。
其
の
義
替
る
こ
と
無
し
。
誰

か
依
用
せ
ん
耶
。 

下
の
『
燈
』
に
隨
ひ
中
に
委
し
く
之
れ
を
難
じ
畢
ぬ
。
三

藏
解
と
は
西
明
の
所
傳
な
り
。
『
要
集
』
に
三
藏
所

と
云
ふ
と
雖
も
然
し
て

恐
ら
く
傳
の
錯
り
と
云
ふ
が
如
き
也
。
別
に
此
の
釋
を
引
く
と
は
『
西
明
疏
』

を
見
る
に
初
二
義
に
は
同
じ
く
有
義
の
言
を
安
く
。
第
三
義
に
至
り
て
は
今
三

藏
の
云
く
等
と
云
云
。
此
れ

ち
彼
の
師
の
實
義
と
見
た
り
。
故
に
燈
師
且
く

此
の
義
を
引
い
て
許
す
也
。
但
し
今
助
釋
有
り
の
文
に
至
る
と
は
、
圓
測
の

義
、
外
に
更
に
別
釋
を
作
す
。
故
に
助
釋
と
云
ふ
。
彼
の
師
の
義
を
以
て
本
義

を
爲
す
に
非
ず
。
『
演
祕
』
に
有
人
の
三
義
を
破
し
了
ん
ぬ
。
今
一
釋
を
助
け

て
等
と
云
云
。
彼
を
以
て
之
れ
に
准
ず
可
し
。

と
。
こ
の
よ
う
に
『
演
秘
』
に
よ
れ
ば
、
こ
の
箇
所
は
三
義
あ
っ
た
と
し
て
第
一
・

第
二
義
は
有
人
釈
、
第
三
義
は
玄
奘
釈
と
見
な
す
の
は
た
だ
円
測
の
所
伝
に
過
ぎ
ず

『
了
義
灯
』
で
も
「
今
有
助
釋
」
と
捉
え
て
い
る
の
で
、
『
演
秘
』
は
こ
れ
は
あ
く

ま
で
も
別
釈
で
あ
っ
て
本
義
で
は
な
い
と
見
て
第
三
義
と
有
人
の
二
義
を
含
め
三
義
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全
体
を
退
け
て
い
る
と
見
な
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
智
周
の
見
解
に
よ
れ
ば
、
『
西

明
疏
』
で
は
「
三
藏
云
等
」
を
玄
奘
の
実
義
と
見
な
し
て
い
る
と
慧
沼
は
捉
え
て
し

ば
ら
く
認
め
る
と
見
る
も
の
の
、
「
今
有
助
釋
」
と
記
し
て
い
る
点
は
既
に
円
測
の

別
釈
で
あ
る
た
め
決
し
て
本
義
と
は
認
め
ら
れ
ず
、
否
定
し
て
い
る
。
即
ち
『
同
学

鈔
』
で
は
、
『
演
秘
』
を
も
っ
て
し
て
円
測
義
と
さ
れ
る
釈
を
排
し
て
い
た
と
捉
え

て
、
三
義
全
体
を
否
定
し
て
い
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
た
だ
し
、
こ
こ
で
は
等
覚
の
問

題
は
直
接
に
述
べ
ら
れ
て
お
ら
ず
、
慧
沼
の
許
不
許
と
智
周
は
ど
の
よ
う
に
捉
え
て

い
る
か
に
論
点
を
絞
っ
て
論
義
を
展
開
し
て
い
る
こ
と
が
理
解
で
き
る
。

　

た
だ
し
、
抑
も
『
同
学
鈔
』
の
発
問
に
あ
っ
た
等
覚
の
件
、
換
言
す
れ
ば
「
玄
奘

三
蔵
は
、
等
覚
菩
薩
は
無
間
道
と
解
脱
道
と
に
お
い
て
同
じ
く
一
障
を
断
じ
て
い
る

点
よ
り
等
覚
と
い
う
と
解
釈
し
て
い
る
か
ら
、
決
し
て
如
来
の
悟
り
と
等
し
い
の
で

等
覚
と
い
う
の
で
は
な
い
」

⑬

と
円
測
が
捉
え
て
い
た
と
さ
れ
る
解
釈
に
つ
い
て
、

慧
沼
の
見
解
と
智
周
の
見
解
と
は
必
ず
し
も
一
致
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
円
測

の
見
解
に
対
す
る
捉
え
方
は
異
な
っ
て
い
る
た
め
、
『
尋
思
別
要
』
で
も
こ
の
問
題

を
テ
ー
マ
の
一
つ
と
し
て
、
『
尋
思
鈔
』
よ
り
も
先
に
作
成
さ
れ
た
『
尋
思
別
要
』

七
十
余
条
の
中
に
収
め
ら
れ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。
な
お
『
同
学
鈔
』
に
お
け
る
議

論
の
推
移
を
見
る
と
、
後
述
す
る
『
尋
思
別
要
』
と
比
べ
て
視
点
を
異
に
し
た
展
開

を
図
っ
て
い
る
。
議
論
の
深
ま
り
と
い
う
点
で
は
『
尋
思
別
要
』
に
譲
っ
て
い
る
と

見
て
も
よ
い
の
か
も
知
れ
な
い
。

四
、
論
義
テ
ー
マ
の
展
開
②―

貞
慶
の
思
索

　

論
義
の
研
鑽
の
た
め
に
は
前
も
っ
て
経
論
の
本
文
の
抜
き
書
き
を
用
意
す
る
こ
と

が
正
し
い
論
理
展
開
を
可
能
と
す
る
一
つ
の
方
法
で
あ
っ
た
。
個
別
の
論
義
テ
ー
マ

だ
け
の
書
籍
（
短
釈
）
で
あ
れ
『
成
唯
識
論
』
巻
一
か
ら
順
に
巻
十
ま
で
の
論
義

テ
ー
マ
を
集
成
し
た
書
籍
（
論
義
の
書
）
で
あ
れ
、
恐
ら
く
個
々
に
経
論
本
文
の
資

料
集
が
作
成
さ
れ
て
き
た
で
あ
ろ
う
。
既
に
短
釈
類
に
「
蔵
俊
文
集
」
や
「
良
遍
文

集
」
の
名
が
見
え
る
こ
と
が
言
及

⑭

さ
れ
て
お
り
、
前
節
の
『
同
学
鈔
』
に
も
何
ら

か
の
資
料
集
が
存
在
し
た
こ
と
は
容
易
に
想
像
が
つ
く
も
の
の
現
時
点
で
は
残
さ
れ

て
い
な
い
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
今
日
、
経
論
本
文
が
集
め
ら
れ
て
現
存
し
且
つ

刊
行
さ
れ
て
い
る
書
は
『
唯
識
論
本
文
抄
』
（
以
下
『
本
文
抄
』
）
の
み
で
あ
る
。

近
年
、
『
本
文
抄
』
は
貞
慶
が
『
尋
思
鈔
』
を
作
成
す
る
段
階
で
予
め
良
算
に
よ
っ

て
作
成
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る

⑮

。
し
か
も
『
本
文
抄
』

の
論
題
が
『
尋
思
鈔
』
の
そ
れ
と
類
似
し
て
い
る
点

⑯

や
個
々
の
論
義
で
引
用
さ
れ

て
い
る
経
論
が
該
当
す
る
『
本
文
抄
』
論
義
の
経
論
と
重
複
し
て
い
る
点
が
多
い
こ

と
等
か
ら
も
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
と
言
え
る
の
で
あ
ろ
う
。

　

貞
慶
が
『
尋
思
別
要
』
で
こ
の
論
義
テ
ー
マ
を
取
り
上
げ
て
い
た
の
に
は
、
上
述

の
点
か
ら
「
無
間
解
脱
同
断
一
障
」
と
「
等
覚
」
に
つ
い
て
の
見
解
を
整
え
て
お
く

必
要
が
あ
っ
た
と
言
え
る
。
即
ち
慧
沼
や
智
周
の
解
釈
を
も
と
に
円
測
を
正
し
な
が

ら
慧
沼
・
智
周
両
者
の
教
義
に
は
矛
盾
な
く
整
合
性
を
取
る
よ
う
に
正
し
て
い
こ
う

と
す
る
会
通
的
な
論
理
展
開
が
示
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。
こ
れ
は
慧
沼
の
『
了

義
灯
』
と
智
周
の
『
演
秘
』
と
で
は
円
測
の
見
解
に
対
す
る
捉
え
方
が
異
な
る
た

め
、
法
相
学
侶
の
彼
ら
に
と
っ
て
は
「
無
間
解
脱
同
断
一
障
」
と
「
等
覚
」
に
つ
い

て
の
見
解
は
無
謬
性
を
持
っ
て
整
理
し
て
残
し
て
い
く
必
要
が
あ
っ
た
と
言
え
よ

う
。
そ
こ
で
、
『
尋
思
別
要
』
で
は
第
十
地
の
満
心
に
お
け
る
金
剛
心
菩
薩
を
等
覚

と
見
な
す
の
か
否
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
、
『
了
義
灯
』
に
は
二
釈
（
無
間
道
と
解

脱
道
に
お
い
て
同
じ
く
一
障
を
断
ず
る
と
い
う
解
釈
と
西
明
相
伝
の
等
覚
の
解
釈
）

が
あ
る
と
答
え
る
こ
と
か
ら
問
答
を
始
め
て
い
る
。
な
お
『
本
文
抄
』
に
は
『
了
義

灯
』
と
『
演
秘
』
の
該
当
箇
所
の
み
を
挙
げ
他
書
の
参
照
は
な
い
。

⑰

　

さ
て
、
ま
ず
『
尋
思
別
要
』
で
は
、
次
の
よ
う
に
発
問
し
て
い
る
。

問
。
以
二

金
剛
心
菩
薩
一

名
等
覚
之
義
燈
師
如
何
釈
給
乎
。

⑱
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問
ふ
。
金
剛
心
の
菩
薩
を
以
て
等
覚
と
名
づ
く
の
義
、
燈
師
は
如
何
に
釈
し
給

ふ
乎
。

⑲

と
、
金
剛
心
菩
薩
は
等
覚
と
名
付
け
ら
れ
る
の
か
否
か
、
慧
沼
は
ど
の
よ
う
に
解
釈

し
て
い
る
の
か
と
等
覚
名
を
前
面
に
出
し
て
無
間
・
解
脱
同
断
一
障
に
つ
い
て
論
じ

る
こ
と
に
な
る
。
続
け
て
『
了
義
灯
』
に
は
二
釈
存
在
す
る
と
し
て

燈
有
二

二
釈
一

。
一
云
。
无
間
解
脱
同
断
二

一
障
一

故
。
一
云
。
等
覚
。
＊
西
明/

相

傳
三
藏
釈
也
。/

燈
引
不
難
レ

之
＊
。

今
云
。
約
所
證
理
後
更
無
障
障
所
証
理
。
故
見

コ

ト

分
明

ナ
リ

。
不
同
此
前
猶
有
＊
助
釈
也
＊

付
之
同
断
一
障
之
義
演
秘
所
引
有
義
一

釈
也
。
秘
師
破
レ

之
云
。
若
對
二

断
障
同
一

対
名
為
レ

等
。
理
即
有
異
。
而
未
レ

見
レ

文
。
＊
文
或
本
云/

理
即
有
歟
＊

。
後
義
不
レ

明
。
金
剛
心

ニ
ハ

有
二

麁
重
一

見
レ

理
ヲ

不
分
明
一

。
仏
果
捨
レ

之
見
レ

理
分
明
也
。
何

ソ

約
證
レ

ニ

理
不
レ

等
仏
果
一

耶
。
若

強
有
等
義
一

者
如
何
断
障
為
設
二
證
果
故

ト

耶
。

⑳

『
燈
』
に
二
釈
有
り
。
一
つ
に
云
は
く
无
間
・
解
脱
と
に
同
じ
く
一
障
を
断
ず

る
が
故
に
。
一
つ
に
云
は
く
等
覚
な
り
。
＊
西
明
相
傳
、
三
藏
の
釈
也
。
『
燈
』
に
引
く

に
之
れ
を
難
ぜ
ず
＊ 

今
云
は
く
、
所
證
の
理
に
約
し
、
後
に
更
に
障
と
し
て
所
證

の
理
を
障
ふ
る
こ
と
無
し
。
故
に
見
る
こ
と
分
明
な
り
。
此
よ
り
前
の
猶
し
有

り
て
同
じ
な
ら
ず
。
＊
助
釈
也
＊

之
れ
に
付
き
て
同
断
一
障
の
義
は
『
演
秘
』
所

引
の
有
義
の
一
釈
也
。
秘
師
は
之
れ
を
破
し
て
云
は
く
、
「
若
し
断
障
同
じ
に

対
し
て
名
づ
け
て
「
等
」
と
為
す
。
理
に
即
ち
異
な
り
有
り
。
而
る
に
未
だ
文

を
見
ず
」
と
＊
文い

へ

り
。
或
る
本
に
云
は
く
「
理
即
有
」
歟
＊

後
義
は
明
か
ら
な
ら
ず
。
金

剛
心
に
は
麁
重
有
り
。
理
を
見
る
に
分
明
な
ら
ず
。
仏
果
に
之
れ
を
捨
つ
こ
と

理
を
見
る
に
分
明
也
。
何
ぞ
理
を
証
す
に
約
し
て
仏
果
を
待
た
ざ
る
耶
。
若
し

強
ひ
て
等
の
義
有
れ
ば
如
何
に
断
障
し
て
二
の
證
果
を
設
く
る
が
故
に
と
為
す

耶
。

と
あ
る
。
『
了
義
灯
』
釈
を
「
一
つ
に
云
は
く
无
間
・
解
脱
と
に
同
じ
く
一
障
を
断

ず
る
が
故
に
」
と
「
一
つ
に
云
は
く
等
覚
な
り
」
の
二
釈
と
し
て
お
り
、
智
周
に
軸

足
を
置
い
て
論
じ
る
『
同
学
鈔
』
に
は
述
べ
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
捉
え
方
で
あ
る
。

こ
こ
に
も
議
論
の
深
ま
り
が
あ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
た
だ
、
こ
の
『
了
義
灯
』

を
二
釈
と
見
な
し
て
い
る
点
が
原
文
と
は
少
々
異
な
っ
て
い
て
、
『
了
義
灯
』
原
文

で
は

西
明
云
。
三
藏
解
。
等
覺
者
。
無
間
解
脱
同
斷
一
障
。
故
言
等
覺
。
非
謂
解
齊

名
之
爲
等
。

西
明
の
云
は
く
、
三
藏
の
解
す
等
覺
と
は
無
間
と
解
脱
に
同
じ
く
一
障
を
斷

ず
。
故
に
等
覺
と
言
ふ
。
解
と
齊
し
き
之
れ
を
名
づ
け
て
「
等
」
と
爲
す
と
謂

ふ
に
非
ず
。

と
あ
る
。
確
か
に
原
文
の
直
接
引
用
で
は
な
く
取
意
文
で
あ
る
の
で
原
文
と
異
な
っ

て
い
る
の
は
当
然
と
す
る
見
方
も
あ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
同
内
容
の
域
を
超
え
て

『
尋
思
別
要
』
で
は
二
釈
と
い
う
意
味
の
取
り
方
を
し
て
議
論
を
進
め
て
い
る
点
に

新
た
な
知
見
を
得
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
こ
こ
に
は
智
周
の
見
解
を
受
け
て
新
た
に

議
論
を
提
示
し
て
い
る
と
い
う
特
徴
が
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
今
の
『
了
義
灯
』
で
は
、
ま
ず
原
文
は
慧
沼
は
円
測
の
見
解
を
載
せ

て
、
円
測
の
主
張
と
は
玄
奘
の
説
く
と
こ
ろ
と
は
等
覚
は
無
間
道
と
解
脱
道
に
お
い

て
同
じ
よ
う
に
一
障
を
断
じ
る
の
で
あ
る
と
し
て
お
り
、
等
覚
と
は
仏
と
斉
し
い
の

で
「
等
」
と
す
る
の
で
は
な
い
と
説
い
て
い
る
と
し
、
円
測
自
ら
が
述
べ
る
の
で
は

な
く
、
円
測
相
伝
の
玄
奘
の
見
解
で
あ
っ
た
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
慧
沼
は
こ
の

見
解
に
聊
か
意
見
が
あ
っ
た
よ
う
で
別
の
見
方
も
存
在
し
て
い
て
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今
又
助
解
。
約
所
證
理
後
更
無
障
障
所
證
理
。
故
見
分
明
。
不
同
此
前
猶
有
微

障
見
不
了
了
不
云
等
覺
。
此
云
等
覺
但
約
根
本
。
非
據
後
得
。
今
此
菩
提
意

。
後
得
一
切
種
智
不
同
前
故
。
名
爲
勝
果
。

今
、
又
助
解
す
。
所
證
の
理
に
約
す
。
後
、
更
に
障
と
し
て
所
證
の
理
を
障
る

こ
と
無
し
。
故
に
見
る
こ
と
分
明
な
り
。
此
よ
り
前
の
猶
ほ
微
障
有
り
て
見
る

こ
と
了
了
な
ら
ざ
る
を
も
っ
て
等
覺
と
云
は
ざ
る
に
は
同
じ
か
ら
ず
。
此
に
等

覺
と
云
ふ
は
、
但
根
本
に
約
す
。
後
得
に
據
る
に
は
非
ず
。
今
、
此
の
菩
提
と

い
ふ
は
意
の

か
く
、
後
得
の
一
切
種
智
は
前
に
同
じ
か
ら
ざ
る
が
故
に
。
名

づ
け
て
勝
果
と
爲
す
と
。

と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
は
所
証
の
理
か
ら
す
れ
ば
仏
も
金
剛
心
菩
薩
も
同
じ
で
あ
る

点
か
ら
等
覚
と
言
え
る
と
釈
す
わ
け
で
、
決
し
て
こ
の
段
階
（
等
覚
）
か
ら
以
前
の

位
（
十
地
）
に
は
な
お
微
か
な
障
（
無
明
住
地
）
が
残
っ
て
い
る
か
ら
と
言
っ
て
等

覚
と
言
え
な
い
点
と
同
じ
で
は
な
い
と
見
て
い
る
。
こ
の
点
で
、
も
し
同
じ
等
覚
で

あ
れ
ば
勝
果
が
得
ら
れ
な
い
と
い
う
疑
い
に
は
等
覚
は
根
本
智
に
つ
い
て
述
べ
て
い

る
た
め
に
問
題
は
な
い
と
見
て
い
る
。
円
測
相
伝
の
玄
奘
釈
に
対
し
て
真
正
面
か
ら

否
定
は
せ
ず
、
「
助
解
」
と
い
う
形
で
論
じ
て
い
る
。
こ
こ
が
後
々
「
不
難
」
と
さ

れ
て
い
る
箇
所
で
あ
る
。
即
ち
『
了
義
灯
』
の
一
連
の
見
解
に
つ
い
て
、
『
尋
思
別

要
』
は
上
述
取
意
文
の
後
に
上
記
の
『
了
義
灯
』
を
引
用
し
、
「
西
明
相
傳
、
三
藏

の
尺
也
」
と
「
『
燈
』
に
引
く
に
之
れ
を
難
ぜ
ず
。
助
尺
也
」
と
い
う
割
註
を
入
れ

て
い
る
。
こ
の
『
了
義
灯
』
の
見
解
に
対
し
て
、
異
な
る
見
解
が
『
演
秘
』
に
見
ら

れ
る
の
で
あ
る
。
抑
も
『
演
秘
』
で
は
、
『
成
唯
識
論
』
の
「
得
二
勝
果
」

に
つ

い
て
『
了
義
灯
』
の
通
り
で
あ
る
と
し
た
上
で
、
「
今
助
一
釈
」
の
仏
所
得
の
法
を

得
る
菩
薩
以
外
、
有
義
三
伝
を
退
け
て
い
る
て
い
る
。
即
ち
、

一
云
。
一
刹
那
間
正
體
後
得
與
佛
平
等
名
爲
等
覺
。
依
長
時
言
對
彼
名
勝
。
二

云
眞
智
平
等
。
後
智
劣
佛
。
三
云
眞
俗
二
智
倶
未
究
竟
不
名
平
等
。
無
間
解
脱

同
斷
一
障
。
故

等
言
。
習
氣
未
盡
。
雜
染
未
捨
。
鏡
智
未
生
。
事
智
未
起
。

未
遍

俗
。
知
眞
未
圓
。
故
實
非
等
。
詳
曰
。
雖
有
三
解
疑
猶
未
遣
。
…
…
由

斯
三
釋
皆
未
敢
依
。
未
見
所
據
。
而
無
所
據
。

一
に
云
は
く
、
一
刹
那
の
間
に
正
體
と
後
得
が
佛
と
平
等
な
る
を
名
づ
け
て
等

覺
と
爲
す
。
長
時
に
依
り
て
言
へ
ば
彼
に
對
し
て
勝
と
名
づ
く
。
二
に
云
は

く
、
眞
智
平
等
な
り
。
後
智
は
佛
よ
り
劣
れ
り
。
三
に
云
は
く
、
眞
俗
二
智
倶

に
未
だ
究
竟
せ
ざ
れ
ば
平
等
と
名
づ
け
ず
。
無
間
と
解
脱
に
同
じ
く
一
障
を
斷

ず
る
が
故
に
等
の
言
を

く
。
習
氣
未
だ
盡
さ
ず
。
雜
染
未
だ
捨
て
ず
。
鏡
智

未
だ
生
ぜ
ず
。
事
智
未
だ
起
ら
ず
。
未
だ
遍
く
俗
を

ぜ
ず
。
眞
を
知
る
こ
と

未
だ
圓
か
な
ら
ず
。
故
に
實
に
は
等
に
非
ず
。
詳
に
曰
は
く
、
三
解
有
り
と
雖

も
疑
ひ
猶
ほ
未
だ
遣
ら
ず
。
…
…
若
し
障
を
斷
ず
る
に
對
し
て
同
じ
く
名
づ
け

て
等
と
爲
せ
ば
、
理
即
ち
失
有
り
。
斯
れ
に
由
り
て
三
釋
皆
未
だ
敢
へ
て
依
ら

ず
。
未
だ
所
據
を
見
ず
。
而
も
所
據
無
し
。

と
あ
る
よ
う
に
一
刹
那
に
根
本
智
と
後
得
智
が
仏
と
平
等
で
あ
る
と
す
る
第
一
釈
、

真
智
平
等
で
あ
る
と
す
る
第
二
釈
、
無
間
道
に
も
解
脱
道
に
も
同
じ
く
一
障
を
断
じ

る
と
す
る
第
三
釈
を
提
示
し
、
三
釈
何
れ
も
が
所
拠
は
見
ら
れ
ず
、
所
拠
は
な
い
と

断
言
し
て
排
し
て
い
る
。
こ
の
第
三
釈
が
『
了
義
灯
』
掲
載
の
円
測
が
玄
奘
の
解
と

し
て
い
た
釈
で
、
慧
沼
は
明
確
に
否
定
す
る
言
辞
は
な
か
っ
た
も
の
の
『
演
秘
』
で

は
右
記
の
と
お
り
一
障
を
断
じ
る
点
か
ら
等
覚
と
す
る
こ
と
は
否
定
し
て
い
る
。
明

確
に
否
定
す
る
言
辞
が
な
い
こ
と
が
後
世
「
此

彼
師
實
義
見
。
故
燈
師
且
引
此
義

許
也
」

や
「
西
明
相
傳
三
藏
尺
也
。
燈
引
不
難
之
」

と
い
う
認
識
に
な
っ
て
い
っ

た
わ
け
で
あ
る
。
つ
ま
り
こ
の
解
釈
の
差
に
つ
い
て
「
理
即
有
失
」

と
述
べ
る
だ

け
で
あ
っ
て
直
接
理
由
へ
の
言
及
が
な
い
だ
け
に
議
論
の
余
地
も
あ
っ
た
よ
う
で
あ

る
。
し
か
も
三
釈
共
通
で
は
「
未
見
所
據
而
無
所
據
」

と
抑
も
の
教
証
の
存
在
を
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肯
定
し
て
い
な
い
。

　

こ
の
よ
う
な
『
演
秘
』
の
解
釈
を
受
け
止
め
な
が
ら
上
述
の
『
尋
思
別
要
』
で
は

『
演
秘
』
第
三
釈
が
『
了
義
灯
』
で
の
円
測
相
伝
釈
に
当
た
る
と
指
摘
し
、
さ
ら
に

金
剛
心
に
は
ま
だ
麁
重
煩
悩
が
あ
っ
て
仏
果
に
捨
て
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
た

め
、
理
を
証
す
点
で
は
仏
果
に
至
る
こ
と
が
当
然
勝
っ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
か
ら
も

し
強
い
て
「
等
」
の
義
が
あ
れ
ば
ど
の
よ
う
に
断
障
し
て
直
ち
に
二
証
果
を
設
け
る

の
か
と
疑
問
を
投
げ
か
け
て
い
る
。

　

『
尋
思
別
要
』
で
は
先
述
の
通
り
『
了
義
灯
』
で
は
二
釈
と
い
う
捉
え
方
を
し
て

い
な
か
っ
た
も
の
を
二
釈
と
捉
え
直
し
て
い
る
。
換
言
す
れ
ば
『
演
秘
』
で
は
三
釈

中
の
第
三
釈
が
円
測
相
伝
で
あ
っ
た
も
の
を
一
釈
と
し
、
そ
れ
に
『
了
義
灯
』
の
円

測
相
伝
の
前
文
を
一
釈
と
捉
え
、
都
合
『
了
義
灯
』
の
前
後
文
を
二
釈
と
し
て
い
る

と
い
う
見
方
が
可
能
と
な
っ
て
く
る
。
『
尋
思
別
要
』
は
上
述
文
に
答
え
る
形
で
蔵

俊
・
貞
慶
の
見
解
を
示
し
て
い
る
。
ま
ず
蔵
俊
の
見
解
を
提
示
し
て
、

本
云
。
初
釈
意

ハ

无
間

ニ
ハ

正
断

ス

解
脱
已
断

ナ
リ

。
倶

ニ

有
二

断
ノ

義
一

故
云
二

同
断

一
障
一

ト

也
。
金
剛
心
断
二

仏
果
障
一

畢
仏
果
已

ニ

断
ス

故
ニ

立
二

断
ノ

名
一

ヲ

也
。
故

論
九
云
。
金
剛
喩
定
現
在
前

ス
ル

時
彼
皆
頓
断
入

二

如
来
地

一

。
由
レ

此
仏
地
説

レ

断
二

二
愚
一

ニ

之
云
云

。
既
云
金
剛
心
所
断
即
説
二

如
来
地
所
断
一

。
无
間
解
脱
同

断
一
障
之
義
尤
明
也
。
此
約
二

根
本
智
一

ニ

明
二

等
覚

ノ

義
ヲ

則
於
レ

菩
薩

ニ

立
二

等

覚
ノ

名
一

ヲ

也
。
演
秘
所
破
有
人
通
二

本
後
二
智
一

ニ

明
同
断
以
後
。
然
談
功
能
可

爾
故
云
理
即
有
異
也
。
聖
敎
无
下

一
刹
那
中
通
二

後
得
一

ニ

之
文
上

故
云
二

而
未
見

文
一

ト

也
。
与
二

燈
釈
一

既
異
也
。
不
レ

可
二

混
濫
一

也
。

本
に
云
は
く
、
初
釈
の
意
は
无
間
に
正
断
し
、
解
脱
に
已
断
す
る
な
り
、
倶
に

断
の
義
有
る
が
故
に
同
断
一
障
と
云
ふ
也
。
金
剛
心
は
仏
果
障
を
断
じ
畢
り
、

仏
果
に
已
に
断
ず
る
が
故
に
、
断
の
名
を
立
つ
也
。
故
に
『
論
』
第
九
に
云
は

く
、
「
金
剛
喩
定
の
現
在
前
す
る
時
、
彼
れ
を
ば
皆
な
頓
断
し
て
如
来
地
に
入

る
。
此
れ
に
由
り
仏
地
に
二
愚
を
断
ず
と
説
く
な
り
」
と
云
云
。
既
に
金
剛
心

の
所
断
は
即
ち
如
来
地
の
所
断
と
説
く
と
云
ふ
。
无
間
・
解
脱
に
は
同
断
一
障

の
義
、
尤
も
分
明
也
。
此
れ
根
本
智
に
約
し
て
等
覚
の
義
を
明
か
す
に
、
則
ち

菩
薩
に
於
い
て
等
覚
の
名
を
立
つ
也
。
『
演
秘
』
に
所
破
の
有
人
は
本
後
二
智

に
通
ず
と
、
同
断
以
後
を
明
か
す
。
然
ら
ば
功
能
を
談
ず
る
こ
と
爾
る
可
き
が

故
に
「
理
即
有
異
」
と
云
ふ
也
。
聖
敎
に
は
一
刹
那
の
中
、
後
得
に
通
ず
の
文

无
き
が
故
に
「
未
見
文
」
と
云
ふ
也
。
『
燈
』
釈
と
既
に
異
な
る
也
。
混
濫
す

可
か
ら
ざ
る
也
。

と
、
本
云
（
蔵
俊
）

は
初
釈
「
一
云
無
間
解
脱
同
断
一
障
」
に
つ
い
て
は
『
成
唯

識
論
』
巻
九

を
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
て
「
無
間
道
で
正
断
し
解
脱
道
で
已
断
す
る
」

と
見
て
、
倶
に
「
断
」
の
義
が
あ
る
た
め
「
同
断
一
障
」
と
言
え
る
が
、
金
剛
心
位

に
お
い
て
す
で
に
仏
果
障
を
断
じ
畢
っ
て
い
る
と
い
い
、
「
す
で
に
断
じ
畢
っ
て
い

る
」
と
い
う
観
点
よ
り
仏
果
に
お
い
て
は
「
断
」
と
い
う
の
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

こ
れ
を
も
っ
て
、
金
剛
心
位
以
前
に
は
な
お
一
障
が
あ
る
も
の
の
、
金
剛
心
位
以
後

に
は
理
を
障
え
る
も
の
は
な
い
の
で
、
「
断
障
」
と
い
う
観
点
で
は
無
間
と
解
脱
と

は
同
じ
で
あ
る
と
し
て
、
こ
の
点
よ
り
す
れ
ば
金
剛
心
位
は
等
覚
と
称
せ
ら
れ
る
の

で
あ
る
と
論
じ
て
い
る
。
こ
れ
は
根
本
智
か
ら
見
て
等
覚
の
意
味
で
把
握
す
る
の
で

菩
薩
に
対
し
て
そ
の
名
を
冠
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
見
て
い
る
。
一
方
の
後
釈
「
一

云
等
覚
」
に
つ
い
て
は
、

後
釈
定
所
證
理
中
道
金
剛
心
已
前

ニ
ハ

有
二

一
障
一

愚
見
不
二

分
明
一

。
金
剛
心
以

後
ニ
ハ

念
无
二

障
現
起

シ
テ

障
二

コ
ト

所
説
理
一

。
无
レ

障
見
レ

理
无
間
解
脱
同
故

ニ

云
二

等
覺
一

也
。
今
付
二

一
障
一

愚
ニ

明
无
レ

義
不
レ

義
二

。
麁
重
亦
无
一

。
秘
中
破
二

有

人
一

云
。
真
智
平
等
不
辨

ハ

此
旨
汎
爾

ニ

云
二

平
等
一

ニ

故
破
レ

之
也
。
今
料
簡
○

燈
文
云
西
明
云
乃
至
不
云
等
覚
者
以
二

二
義
一

明
二

等
覚
名
一

ヲ

也
。
此
云
等
覚
一
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乃
至
名
為
二

勝
果
一

者
等
覚
ト

与
二

勝
果
一

相
對

シ
テ

會
二

相
違
一

也
。
依
レ

之
可
知
。

但
約
二

根
本
一

之
釈
及
二

初
釈
一
也
。
仍
異
有
義
耳
。

後
釈
の
定
め
て
所
證
の
理
を
ば
中
道
に
し
て
金
剛
心
已
前
に
は
一
障
有
り
と

い
ふ
は
、
愚
見
に
し
て
分
明
な
ら
ず
。
金
剛
心
以
後
に
は
念
に
障
り
の
現
起

し
て
所
説
の
理
を
障
ふ
る
こ
と
无
し
。
障
无
く
理
を
見
る
こ
と
、
无
間
・
解

脱
と
同
じ
な
る
が
故
に
等
覺
と
云
ふ
也
。
今
、
一
障
に
付
き
て
愚
か
に
明
か
す

こ
と
、
義
无
く
義
な
ら
ず
。
麁
重
无
し
。
『
秘
』
の
中
に
有
人
を
破
し
て
云
は

く
、
「
真
智
平
等
を
辨
ぜ
ざ
れ
ば
、
此
の
旨
も
汎
爾
に
平
等
と
云
ふ
が
故
に
」

と
て
、
之
れ
を
破
す
也
。
今
の
料
簡
は
（
中
略
）
『
燈
』
文
に
云
は
く
、
「
西

明
の
云
は
く
乃
至
等
覚
と
云
は
ず
」
と
は
、
二
義
を
以
て
等
覚
の
名
を
明
か
す

也
。
「
此
に
等
覚
と
云
ふ
は
乃
至
名
づ
け
て
勝
果
と
為
す
」
と
い
ふ
は
等
覚
と

勝
果
と
相
い
對
し
て
相
違
を
會
す
也
。
之
れ
に
依
り
て
知
る
可
し
。
但
根
本
に

約
す
の
釈
、
初
釈
に
及
ぶ
也
と
い
ふ
こ
と
を
。
仍
り
て
有
る
義
と
は
異
な
る

耳
。

と
あ
る
。
所
証
の
理
か
ら
見
て
金
剛
心
位
以
前
に
は
一
障
が
あ
る
も
の
の
、
金
剛
心

位
以
後
に
は
障
は
な
く
理
に
至
る
こ
と
を
説
い
て
、
無
間
・
解
脱
は
同
じ
で
あ
る
の

で
等
覚
と
し
て
い
る
。
何
れ
に
し
ろ
『
了
義
灯
』
文
は
上
記
二
義
（
二
釈
）
を
も
っ

て
等
覚
で
あ
る
と
明
確
に
し
て
い
る
と
捉
え
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
決
し
て
詳
細
に

説
い
て
い
る
と
は
言
い
難
い
も
の
の
『
了
義
灯
』
文
を
二
釈
と
捉
え
直
し
、
倶
に
等

覚
の
意
を
示
す
と
理
解
し
て
い
る
こ
と
は
分
か
る
も
の
で
あ
る
。
た
だ
『
演
秘
』
が

三
釈
を
示
し
て
『
了
義
灯
』
の
円
測
相
伝
を
第
三
釈
に
当
た
る
と
し
て
排
し
て
い
る

と
す
る
点
に
つ
い
て
は
、
こ
こ
で
は
そ
の
妥
当
性
の
有
無
に
は
深
く
論
じ
て
い
る
点

は
引
用
文
か
ら
は
窺
い
難
い
。

　

貞
慶
は
先
に
蔵
俊
の
見
解
を
引
い
て
い
る
が
、
こ
れ
を
否
定
し
よ
う
と
し
て
い
る

わ
け
で
は
な
い
。
こ
こ
で
は
蔵
俊
の
見
解
を
一
解
釈
と
し
て
貞
慶
自
ら
の
見
解
を
提

示
す
る
形
を
取
っ
て
い
る
。
即
ち
、

末
云
。
於
二

同
断
一
障
義
一

可
有
二

二
門
一

若
寄

セ
テ

一
障
断
義
強
論
二

同
義
一

ヲ

者

■
■
■
■
■
故
者
非
无
勝
劣

ニ

而
燈

ハ

依
ニ

一
邊
一

許
■
■
■
若
不
レ

如
レ

此
者
等

覚
ノ

義
難
成
。
於
三

実
有
二

勝
劣
一

非
説
二

等
義
一

ヲ

故
演
秘
又
依
二

実
義
一

ニ

明
勝

劣
。
有
義
作
此
人
謂
盡
理
故
為
レ

遮
二

末
学
迷
惑
義
一

論
レ

之
。
全
不
可
寄
之
。

末
に
云
わ
く
、
同
断
一
障
義
に
於
い
て
二
門
有
る
可
し
。
若
し
一
障
断
義
に
寄

せ
て
強
ひ
て
同
義
を
論
ず
る
は
■
■
■
■
■
故
に
と
い
は
ば
、
勝
劣
无
き
に
非

ず
。
而
し
て
『
燈
』
は
一
邊
に
依
り
て
許
す
。
■
■
■
若
し
此
く
の
如
き
に
あ

ら
ざ
れ
ば
、
等
覚
の
義
は
成
じ
難
し
。
実
の
勝
劣
有
る
に
於
い
て
等
の
義
を

く
に
非
ず
。
故
に
『
演
秘
』
に
又
た
実
義
に
依
り
勝
劣
を
明
か
す
と
い
ふ
は
、

有
る
義
に
此
の
人
は
理
を
盡
く
す
と
謂
ふ
と
作
す
が
故
に
、
末
学
迷
惑
の
義
を

遮
せ
ん
が
為
に
之
れ
を
論
ず
。
全
く
之
れ
に
寄
る
可
か
ら
ず
。

と
、
若
干
の
欠
落
箇
所
は
あ
る
も
の
の
意
味
は
通
じ
て
い
る
。
こ
こ
で
貞
慶
（
末

云
）
は
、
「
（
無
間
解
脱
）
同
断
一
障
義
」
に
は
二
門
あ
る
と
捉
え
て
い
る
。
無
間

と
解
脱
の
断
障
の
義
に
は
勝
劣
が
あ
る
も
の
の
、
『
了
義
灯
』
は
こ
れ
を
「
同
等
」

（
一
辺
）
と
す
る
観
点
よ
り
「
等
覚
」
と
す
る
と
見
な
し
、
決
し
て
実
際
の
勝
劣
か

ら
「
等
覚
」
を
説
い
て
い
る
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
一
方
、
『
演
秘
』
で
は
金
剛
心

位
（
無
間
道
）
と
仏
果
（
解
脱
道
）
の
断
障
に
勝
劣
が
あ
る
と
い
う
実
際
の
勝
劣
の

点
を
重
視
し
て
「
等
覚
」
と
は
い
え
な
い
と
し
た
と
言
う
よ
う
に
分
析
し
、
『
了
義

灯
』
と
『
演
秘
』
の
解
釈
の
違
い
を
指
摘
し
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
『
演
秘
』
で

は
金
剛
心
位
と
は
「
習
気
は
未
だ
尽
き
て
い
な
い
。
雑
染
も
未
だ
捨
し
て
い
な
い
。

大
円
鏡
智
も
未
だ
生
じ
て
は
い
な
い
。
成
所
作
智
も
未
だ
起
き
て
い
な
い
。
未
だ
俗

を
遍
く
縁
じ
て
は
い
な
い
。
真
理
を
知
る
こ
と
も
未
だ
円
か
で
は
な
い
」

と
述
べ

て
す
べ
て
を
成
就
し
た
如
来
と
は
根
本
的
に
異
な
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
こ
れ
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を
も
っ
て
「
何
を
以
て
等
覚
と
名
づ
け
る
の
か
。
断
障
が
同
じ
な
の
で
等
覚
と
い
う

の
は
理
に
も
文
に
も
な
い
こ
と
で
あ
る
」

と
批
判
し
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。
し
た

が
っ
て
『
演
秘
』
で
は
三
釈
を
否
定
し
て
、
金
剛
心
位
を
等
覚
位
で
あ
る
と
は
認

め
て
い
な
い
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
貞
慶
に
と
っ
て
『
尋
思
別
要
』･

『
尋

思
通
要
』
（
『
尋
思
鈔
』
）
の
手
本

と
な
る
先
学
の
蔵
俊
の
見
解
を
提
示
し
て
、

少
々
異
な
っ
た
解
釈
の
存
在
を
示
し
つ
つ
も
そ
れ
は
否
定
し
て
い
な
い
。
慧
沼
に
焦

点
を
当
て
る
そ
の
視
点
の
差
を
認
識
し
な
が
ら
自
己
は
別
の
観
点
か
ら
新
た
に
提
示

し
て
い
た
と
言
え
る
。
即
ち
、
『
了
義
灯
』
所
説
の
一
釈
か
ら
見
れ
ば
「
等
」
と
言

え
る
も
の
の
『
演
秘
』
に
説
く
よ
う
に
実
義
の
点
か
ら
は
勝
劣
が
あ
り
「
等
」
と
は

言
え
ず
、
こ
れ
は
「
末
学
迷
惑
の
義
を
遮
す
」
た
め
と
明
言
し
て
い
る
。
蔵
俊
の
解

釈
を
提
示
し
そ
の
後
で
自
ら
の
解
釈
を
示
す
こ
と
で
、
複
数
の
見
解
の
存
在
す
る
こ

と
を
記
し
て
い
て
決
択
し
よ
う
と
し
て
い
た
よ
う
で
は
な
い
が
、
自
ら
の
解
釈
の
有

用
性
は
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　

あ
く
ま
で
も
「
同
断
一
障
」
の
み
を
も
っ
て
等
覚
を
規
定
す
る
も
の
で
は
な
く
、

た
だ
諸
宗
の
五
十
二
位
説
等
に
示
さ
れ
る
等
覚
位
の
存
在
を
否
定
し
、
唯
識
教
学
に

お
け
る
「
等
覚
」
の
意
味
を
確
認
し
て
法
相
宗
の
四
十
一
位
説
を
護
持
し
た
と
も
言

え
よ
う
。
何
れ
に
し
て
も
異
な
る
観
点
か
ら
論
義
テ
ー
マ
が
把
握
さ
れ
る
こ
と
と
唯

識
教
学
で
の
「
等
覚
」
の
意
を
探
り
合
わ
せ
て
四
十
一
位
説
の
護
持
と
い
う
複
数
の

点
か
ら
本
論
義
テ
ー
マ
を
立
て
て
収
録
し
て
い
る
意
義
が
存
在
し
て
い
た
と
言
え
る

の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

五
、
む
す
び

　

唯
識
教
学
に
お
け
る
仏
果
へ
至
る
修
行
階
梯
で
は
、
三
阿
僧
祇
劫
・
四
十
一
位
を

経
て
菩
提
と
涅
槃
の
二
転
依
の
妙
果
を
得
る
こ
と
が
説
か
れ
て
き
た
。
こ
の
中
国
唯

識
以
来
の
教
学
に
つ
い
て
、
中
国
で
問
題
と
な
り
そ
れ
を
承
け
る
形
で
の
問
題
・
中

国
で
は
問
題
に
な
ら
な
か
っ
た
も
の
の
日
本
で
新
た
に
疑
問
視
す
る
中
国
由
来
の
問

題
・
日
本
に
お
い
て
新
た
に
設
定
さ
れ
た
問
題
と
言
う
よ
う
に
論
義
テ
ー
マ
に
は
さ

ま
ざ
ま
な
形
が
あ
る
。
た
だ
何
れ
も
厳
密
な
区
別
は
難
し
く
、
ど
の
論
義
テ
ー
マ
も

源
は
『
述
記
』
や
三
箇
疏
等
に
辿
り
着
く
が
、
議
論
の
跡
か
ら
は
便
宜
上
三
つ
ほ
ど

に
区
分
け
す
る
こ
と
は
で
き
よ
う
。
一
つ
め
は
分
か
り
や
す
い
が
、
二
つ
め
と
三
つ
め

は
重
な
り
合
い
な
お
区
別
し
難
い
の
も
確
か
で
あ
る
。
敢
え
て
言
え
ば
、
三
つ
め
が

日
本
唯
識
で
独
自
に
問
題
を
抽
出
し
出
し
た
論
義
テ
ー
マ
で
あ
る
の
に
対
し
て
本
稿

で
取
り
上
げ
た
「
無
間
解
脱
同
断
一
障
」
は
、
二
つ
め
の
中
国
で
俎
上
に
挙
が
ら
な

か
っ
た
も
の
の
日
本
で
新
た
に
問
題
設
定
さ
れ
た
テ
ー
マ
の
一
つ
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

に
言
え
る
こ
と
で
論
義
テ
ー
マ
整
理
は
可
能
と
な
る
。
何
れ
に
し
て
も
日
本
法
相
宗

に
と
っ
て
『
了
義
灯
』
と
『
演
秘
』
は
重
要
論
典
で
あ
る
だ
け
に
、
そ
の
無
矛
盾
性

の
確
保
は
依
っ
て
立
つ
唯
識
教
学
の
基
盤
の
是
非
に
関
わ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
言
え

る
で
あ
ろ
う
。

　

抑
も
は
基
と
同
時
代
に
活
躍
し
た
同
門
の
円
測
に
よ
る
「
玄
奘
の
解
」
（
西
明
相

伝
）
が
問
題
の
発
端
と
な
っ
て
い
る
。
円
測
の
『
成
唯
識
論
』
註
釈
書
は
散
逸
し
当

該
逸
文
も
伝
わ
っ
て
い
な
い
た
め
、
基
の
在
世
中
に
何
ら
か
の
反
応
を
示
し
た
の
か

否
か
も
定
か
で
は
な
い
。
少
な
く
と
も
基
の
『
述
記
』
等
の
段
階
で
は
何
ら
か
の
問

題
が
提
起
さ
れ
る
よ
う
な
素
地
は
見
受
け
難
い
も
の
で
あ
っ
た
し
、
玄
奘
の
解
と
す

る
円
測
の
釈
に
も
言
及
し
て
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
慧
沼
の
『
了
義
灯
』
の
段
階

で
は
円
測
の
相
伝
（
西
明
相
伝
）
と
し
て
記
し
、
こ
の
箇
所
で
は
明
確
に
円
測
相
伝

を
排
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
こ
の
点
が
『
演
秘
』
の
見
解
を
踏
ま
え
て
で

は
あ
る
が
、
日
本
で
は
議
論
の
対
象
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
決
定
的
に

は
変
化
し
た
の
は
、
智
周
の
『
演
秘
』
の
段
階
に
な
る
と
『
成
唯
識
論
』
の
「
二
勝

果
を
得
る
」
と
い
う
箇
所
で
、
等
覚
や
二
乗
の
解
脱
を
何
故
「
勝
」
と
言
え
る
の
か

と
言
う
問
を
設
け
て
、
広
く
は
『
了
義
灯
』
の
通
り
だ
と
し
な
が
ら
も
新
た
に
有
義

の
相
伝
三
釈
を
提
示
し
て
す
べ
て
を
否
定
し
て
い
る
こ
と
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
相

伝
第
三
釈
を
『
了
義
灯
』
に
お
け
る
円
測
相
伝
に
該
当
す
る
こ
と
を
示
し
て
い
る

03後藤康夫－縦.indd   36 2023/07/11   16:21:16



唯識論義「無間解脱同断一障」の論理について37

た
め
、
こ
の
点
を
ど
の
よ
う
に
理
解
す
べ
き
な
の
か
が
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
わ

け
で
あ
る
。
た
だ
し
智
周
以
降
に
唯
識
を
学
ぶ
僧
た
ち
に
よ
る
議
論
は
、
別
の
点

に
関
心
が
向
け
ら
れ
て
い
る
た
め
直
接
的
な
言
及
は
見
ら
れ
な
い
。
そ
れ
た
め
こ
の

論
義
テ
ー
マ
は
中
国
で
俎
上
に
挙
げ
ら
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
日
本
に
お
い
て
『
了

義
灯
』
と
『
演
秘
』
と
で
は
一
見
相
違
を
来
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
だ
け
に
新
た

に
テ
ー
マ
設
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
『
尋
思
別
要
』
に
は
蔵
俊
の
見
解
を
引
か
れ

て
い
る
こ
と
、
さ
ら
に
管
見
な
が
ら
蔵
俊
以
前
の
平
安
中
期
真
興
『
唯
識
義
私
記
』

等
現
存
唯
識
書
及
び
逸
文
等
に
は
登
場
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
し
て
、
少
な
く
と
も

平
安
後
期
「
論
義
の
書
」
成
立
時
期
頃
に
は
既
に
テ
ー
マ
設
定
ま
た
は
疑
問
点
が
存

在
し
た
こ
と
は
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
後
、
『
同
学
鈔
』
に
お
い
て
「
無
間
解
脱

同
断
一
障
」
の
論
題
の
下
、
慧
沼
に
よ
る
円
測
相
伝
の
認
知
有
無
が
論
義
テ
ー
マ
と

し
て
取
り
上
げ
ら
れ
、
今
ま
た
『
尋
思
別
要
』
に
お
い
て
同
題
の
下
で
『
同
学
鈔
』

と
は
異
な
っ
た
観
点
か
ら
記
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。
ま
ず
『
了
義
灯
』
の
文
を

「
一
云
無
間
解
脱
同
断
一
障
」･

「
一
云
等
覚
」
の
二
釈
と
捉
え―

『
了
義
灯
』
で

は
決
し
て
二
釈
と
し
て
い
な
い―

、
そ
の
う
ち
後
釈
に
あ
た
る
円
測
相
伝
に
つ
い
て

慧
沼
は
否
定
し
て
い
な
い
が
、
智
周
は
『
演
秘
』
に
お
い
て
明
確
に
否
定
し
て
い
る

と
し
た
上
で
、
蔵
俊
の
見
解
を
記
し
そ
の
後
で
貞
慶
自
ら
の
見
解
を
述
べ
る
形
を

取
っ
て
い
る
。
蔵
俊
の
引
用
逸
文
は
『
了
義
灯
』
の
そ
の
二
釈
を
倶
に
等
覚
の
意
味

す
る
点
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
と
釈
し
て
い
る
。

　

一
方
、
貞
慶
は
、
詳
細
は
残
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
「
同
断
一
障
」
に
二
門
を
認

め
て
い
る
。
『
了
義
灯
』
で
は
「
同
等
」
（
一
辺
）
と
す
る
観
点
よ
り
「
等
覚
」
と

す
る
と
見
な
し
、
実
義
の
点
か
ら
勝
劣
か
ら
「
等
覚
」
を
説
い
て
い
る
わ
け
で
は
な

か
っ
た
。
『
演
秘
』
で
は
金
剛
心
位
（
無
間
道
）
と
仏
果
（
解
脱
道
）
の
断
障
に
勝

劣
が
あ
る
と
い
う
実
義
の
点
か
ら
勝
劣
を
重
視
し
て
「
等
覚
」
と
は
い
え
な
い
と
し

た
と
言
う
よ
う
に
分
析
し
て
、
『
了
義
灯
』
と
『
演
秘
』
の
解
釈
の
違
い
を
指
摘
し

て
い
る
。
『
演
秘
』
の
三
相
伝
否
定
の
面
か
ら
す
れ
ば
、
「
同
断
一
障
」
か
ら
は
等

覚
の
意
味
を
探
る
べ
き
で
は
な
い
と
捉
え
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
蔵
俊
の
解
釈
を
記

し
た
後
で
、
そ
れ
を
否
定
せ
ず
貞
慶
自
ら
の
解
釈
を
示
す
こ
と
で
複
数
の
見
解
の
存

在
を
示
唆
し
な
が
ら
、
自
ら
の
解
釈
の
有
用
性
を
説
い
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
で

あ
ろ
う
。
こ
こ
に
は
異
な
る
観
点
か
ら
論
義
テ
ー
マ
が
把
握
さ
れ
る
こ
と
と
唯
識
教

学
で
の
「
等
覚
」
の
意
を
探
り
、
合
わ
せ
て
四
十
一
位
説
の
護
持
と
い
う
複
数
の
点

か
ら
本
論
義
テ
ー
マ
が
『
唯
識
尋
思
鈔
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
の
そ
の
意
義

を
見
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
る

。

註
記

①
根
無
一
力
「
慧
沼
の
研
究―

伝
記
・
著
作
を
め
ぐ
る
問
題
」
（
『
佛
教
學
研
究
』

四
三
、
一
九
八
七
年
六
月
）
の
生
没
年
代
に
準
じ
る
。

②
条
数
へ
の
初
言
及
は
新
倉
和
文
「
貞
慶
著
『
尋
思
鈔
』
と
『
尋
思
鈔
別
要
』
の
成
立
を
め

ぐ
っ
て
」
（
『
佛
教
學
研
究
』
三
七
、
一
九
八
一
年
三
月
）
、
そ
の
後
『
尋
思
別
要
』
と
『
尋

思
通
要
』
『
本
文
抄
』
と
の
関
係
性
で
は
西
山
良
慶
「
『
唯
識
論
尋
思
鈔
』
の
構
成
」
の
「
二 

『
尋
思
通
要
』
と
『
成
唯
識
論
本
文
抄
』
」
（
楠
淳
證･

後
藤
康
夫
編
著
『
貞
慶
撰
『
唯
識
論

尋
思
鈔
』
の
研
究―

「
別
要
」
教
理
篇
上
』
二
五
七
～
二
六
二
、
法
蔵
館
、
二
○
二
二
年
二

月
）
参
照
。

③
断
惑
証
理
の
あ
り
よ
う
は
『
成
唯
識
論
』
巻
九
～
巻
十
（
大
正
三
一
・
四
八
中
～
五
九
上
）

に
説
か
れ
て
い
る
。

④
『
成
唯
識
論
』
巻
九
（
大
正
三
一
・
五
二
中
～
下
）
［
原
本
高
麗
本
大
蔵
経
、
対
校
本
は
八
本
存
在
す
る

が
当
該
箇
所
は
該
当
し
な
い
］

。
原
文
引
用
及
び
訓
読
文
は
フ
ォ
ン
ト
上
な
る
べ
く
正
字
を
用
い
る
こ

と
と
す
る
。
以
下
同
様
で
あ
る
。
但
し
『
尋
思
別
要
』
に
つ
い
て
は
基
本
的
に
書
籍
通
り
に
記

す
も
の
の
、
本
稿
で
は
訓
読
文
は
日
本
漢
文
史
に
準
じ
て
現
時
点
で
は
歴
史
的
仮
名
遣
い
に
変

更
し
、
漢
字
は
原
文
通
り
と
し
た
。

⑤
『
成
唯
識
論
述
記
』
巻
十
本
（
大
正
四
三
・
五
八
四
下
）
［
原
本
春
日
版
東
大
寺
蔵
本
、
対
校
本
は
六

本
存
在
す
る
が
当
該
箇
所
は
該
当
し
な
い
、
以
下
同
様
］

。
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⑥
『
成
唯
識
論
述
記
』
巻
十
本
（
大
正
四
三
・
五
八
四
下
）
。

⑦
『
成
唯
識
論
述
記
』
巻
十
本
（
大
正
四
三
・
五
八
五
上
）
。

⑧
『
唯
識
論
第
六
巻
菩
提
院
鈔
』
第
一
（
仏
全
七
七
・
一
二
○
上
）
、
『
同
』
第
二
（
同
・

一
五
○
上
）
、
『
同
』
第
三
（
同
・
一
七
九
上
）
、
『
同
』
第
四
（
同
・
一
九
六
下
）
。

⑨
『
成
唯
識
論
同
学
鈔
』
巻
一―

八
（
仏
全
七
六
・
二
一
四
下
）
・
巻
三―

七
（
大
正

六
六
・
二
五
五
下
）
。
な
お
、
こ
の
巻
三―

七
の
「
建
保
五
年
五
月
」
の
該
当
箇
所
は
仏
全

（
巻
三―

五
に
相
当
）
に
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。
大
正
蔵
経
［
原
本
元
亨
四
年
写
薬
師
寺
蔵
本
、
甲
本

薬
師
寺
蔵
古
写
本
、
乙
本
大
日
本
仏
教
全
書
本
］

は
「
（
此
奧
書
甲
本
乙
本
倶
無
之
、 

乙
本
奧
書
曰
奉
寄
進
興
福
寺
、 

同

學
鈔
古
鈔
本
全
部
四
十
八
册
、 

于
時
明
治
二
十
三
年
六
月
中
旬
還
佛
會
記
念
第
三
回
當
日
法
隆
寺
管
主
大
僧
正
千
早
定
朝
、 

一
本
奧
書
曰
寫
本
云
永
祿
五
年
壬
戌
六
月
十
一
日
終
筆
當
國
爲
體
筒

順
政
越
智
伊
與
守
十
市
新
次
郎
以
下
又
牢
人
進
般
宇
多

郡
ヘ
手
遣
澤
之
城
以
上
三
山
田
城
高
之
堺
城
以
下
落
居
鷹
取
芳
野
城
不
落
昨
日
松
永
彈
正
歸
陣
多
聞
山
ニ

留
ト
云
云
執
筆
春

信
房
得
業
）

寫
本
云
建
保
五
年
丁
巳
五
月
七
日
草
畢
。
當
卷
端
三
段
往
日
記
之
相
例
門
以
下
無
諸

仍
抄
繼
耳
。
沙
門
良
算
。
論
第
三
卷
同
學
鈔
第
七
（
七
＝
五＜
乙＞

）

終
」
と
あ
る
。

⑩
楠
淳
證
「
『
唯
識
論
尋
思
鈔
』
の
編
述
」
の
「
二 

聖
覚
房
良
算
と
『
摩
尼
抄
』
」
（
『
貞

慶
撰
『
唯
識
論
尋
思
鈔
』
の
研
究―

「
別
要
」
教
理
篇
上
』
」
一
八
八
～
一
九
七
）
参
照
。

⑪
『
成
唯
識
論
同
学
鈔
』
巻
一―

七
（
大
正
六
六
・
六
八
上
）
。
［
原
本
元
享
四
年
写
薬
師
寺
蔵
本
、

甲
本
薬
師
寺
蔵
古
写
本
、
乙
本
大
日
本
仏
教
全
書
本
］

⑫
『
成
唯
識
論
同
学
鈔
』
巻
一―

七
（
大
正
六
六
・
六
八
中
）
。
原
文
の
う
ち
甲
乙
対
校
本
は

「
誰
依
用
セ
ン
耶
（
耶
＋
（
又
有
答
云
不
許
有
人
之
義
尤
得
其
道
理
凡
以
金
剛
心
眞
智
望
佛
果
智
之
時
障
猶
未
盡
復
未

圓
證
明
昧

異
何
云
眞
智
實
平
等
障
猶
未
盡
復
未
圓
證
以
何
名
等
難

此
意
也
但
於
溜
洲
大
師
釋
者
凡
彼
釋
意
金
剛
心
已
前

皆
有
一
障
二
愚
見
理
不
分
明
金
剛
心
以
後
全
無
障
現
起
障
所
證
理
無
障
見
理
無
間
解

同
故
云
□
□
也
此

付
一
障
二
愚
明

無
障
之
義
麁
重
不
云
亦
無
也
而
有
人
義
不
致
今
分
別
故
撲
揚
大
師
破
不
許
之
也
故
淄
洲
撲
揚
邊
邊
義
存
成
自
義
難
他
師
也
）

百
七
十
四
字＜

甲＞

、 

耶
＝
哉＜

乙＞

）

」
と
あ
る
。
な
お
、
対
校
本
（
甲
本
薬
師
寺
蔵
古
写
本･

乙
本

大
日
本
仏
教
全
書
本
）
は
文
脈
上
こ
こ
で
は
採
ら
な
い
。

⑬
『
成
唯
識
論
了
義
灯
』
巻
一
末
（
大
正
四
三
・
六
七
三
中
）
［
原
本
寛
文
七
年
版
本
、
対
校
本
は
三
本

存
在
す
る
が
当
該
箇
所
は
該
当
し
な
い
、
以
下
同
様
］

。
円
測
の
該
当
箇
所
の
あ
る
書
籍
は
現
存
せ
ず
、
慧

沼
の
同
書
に
お
い
て
円
測
等
は
批
判
さ
れ
て
お
り
、
『
演
秘
』
で
も
『
了
義
灯
』
を
引
用
す
る

形
で
論
を
進
め
て
い
る
。
な
お
円
測
の
『
成
唯
識
論
疏
』
は
散
逸
し
て
お
り
当
該
逸
文
も
見
つ

か
っ
て
い
な
い
。

⑭
楠
淳
證
「
『
唯
識
論
尋
思
鈔
』
の
編
述
」
の
「
三 

『
本
文
抄
』
の
作
成
」
（
『
貞
慶
撰

『
唯
識
論
尋
思
鈔
』
の
研
究―

「
別
要
」
教
理
篇
上
』
一
九
七
～
二
○
二
）
参
照
。
更
に
追
加

す
る
と
、
大
谷
大
学
図
書
館
所
蔵
『
南
都
論
草
』
の
「
色
法
等
無
間
縁
」
と
い
う
論
義
テ
ー

マ
に
も
「
寛
文
七
年 

丁
／
未 

八
月
十
六
日
写
之
」
の
文
集
が
、
営
尊
・
一
問
荅
・
好
胤
・
好

胤
・
有
算
・
有
算
・
無
名
の
七
短
釈
と
共
に
存
在
し
て
い
る
。

⑮
註
⑭
の
楠
氏
の
論
稿
参
照
。

⑯
註
②
の
西
山
氏
の
論
稿
参
照
。

⑰
『
本
文
抄
』
巻
一―

四
［
原
本
薬
師
寺
蔵
写
本
、
甲
本
正
応
四
年
写
深
草
善
福
寺
蔵
本
、
乙
本
東
大
寺
蔵
本
］

に

は
「
問
。
契
經
中
以
金
剛
心
菩
薩
名
等
覺
云
云

爾
者
燈
師
何
釋
之
乎
。
問
。
樸
楊
大
師
如
何
釋

耶 　
　
燈
云

。
西
明
云
。
三
藏
解
。
等
覺
者
。
無
間
解
脱
同
斷
一
障
。
故
言
等
覺
。
非
謂
解
齊

名
之
爲
等
。
今
又
助
解
。
約
所
證
理
。
後
更
無
障
障
所
證
理
。
故
見
分
明
。
不
同
此
前
猶
有
微

障
見
不
了
了
不
云
等
覺
。
此
云
等
覺
。
但
約
根
本
。
非
據
後
得
。
今
此
菩
提
。（
意
＝
有＜

甲＞

）

意
説
。
後
得
一
切
種
智
不
同
前
故
。
名
爲
勝
果
云
云
。
　
　
祕
云

。
廣
如
義
燈
。
有
義
解
等
覺

妨
。
相
傳
三
釋
。
一
云
一
刹
那
間
正
體
後
得
與
佛
平
等
。
名
爲
等
覺
。
依
長
時
言
對
彼
名
勝
。

二
云
。
眞
智
平
等
。
後
智
劣
佛
。
三
云
。
眞
俗
二
智
倶
未
究
竟
。
不
名
平
等
。
無
間
解
脱
同
斷

一
障
故
説
等
言
○
詳
曰
。
雖
有
三
解
。
疑
猶
未
遣
。
且
金
剛
位
是
無
間
道
。
何
有
長
時
對
之
云

勝
。
設
云
此
位
有
多
刹
那
佛
平
等
者
。
是
何
刹
那
。
彼
倶
無
間
。
未
可
於
中
分
成
勝
劣
。
若

勝
形
前
前
非
等
覺
。
何
過
須
釋
。
若
形
二
智
名
勝
等
者
。
障
猶
未
盡
。
復
未
圓
證
。
以
何
名

等
。
若
對
斷
障
同
名
爲
等
。
理
即
有
矣
。
而
文
未
（
見
＝
覺＜

甲＞

）

見
。
由
斯
三
釋
皆
未
敢
依
。

未
見
所
據
。
而
無
所
據
。
今
助
一
釋
。
佛
所
得
法
而
皆
得
之
菩
薩
稱
等
。
所
得
自
在
離
障
圓

極
。
故
佛
云
勝
。
故
大
般
若
五
十
五
云
。
云
何
當
知
已
圓
滿
。
第
（
十
＋
（
地
）＜

甲＞

）

十
法
雲

地
菩
薩
。
與
諸
如
來
應
言
無
異
。
善
現
。
是
菩

已
圓
滿
六
波
羅
蜜
多･

八
（
定
＝
道＜

甲＞

）

定

･

三
十
七
道･

三
三
昧･
五
眼･

六
通･

佛
十
力･

四
無
畏･

無
礙･

無
量･

十
八
不
共･

一
切
智･

道
相
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智･

一
切
相
智･

一
切
佛
法
故
。
若
復
永
斷
一
切
煩
惱
習
氣
相
續
。
便
住
佛
地
。
是
故
當
知
與
諸

如
來
應
言
無
異
。
釋
曰
。
現
正
等
覺
是
一
切
智
。
極
善
通
達
是
道
相
智
。
現
等
別
覺
是
一
切
相

智
○
准
于
此
文
。
無
異
之
言
等
之
別
名
。
障
未
離
等
顯
佛
爲
勝
。
據
（
斯
＝
此＜

甲＞

）

斯
所
憑
於

理
通
矣
。
問
。
勝
劣
差
等
義
焉
在
。
答
。
約
所
得
徳
名
數
無
（
差
＝
異＜

甲＞

）

差
。
等
言
徳
數
。

不
據
用
齊
一
同
圓
極
方
名
等
也
。
故
智
度
論
云
。
如
月
十
四
日
十
五
日
雖
同
是
月
。
小
不
令
海

潮
。
得
潮
有
異
。
而
佛
菩
薩
亦
復
如
是
。
又
如
向
果
勝
劣
性
差
聖
名
同
也
。
如
言
燒
衣
。
一
分

亦
轉
。
據
斯
相
形
。
等
勝
無
咎
文

」
（
大
正
六
五
・
四
三
七
下
～
四
三
八
中
）
（
ゴ
シ
ッ
ク･

囲
み･

横
線
筆
者
記
す
）
と
あ
る
。

⑱
『
貞
慶
撰
『
唯
識
論
尋
思
鈔
』
の
研
究―

「
別
要
」
教
理
篇
上
』
」
一
一
五
三
。
な
お
原
文

中
の
「
＊
」
は
割
注
箇
所
の
範
囲
を
さ
す
。
同
書
の
凡
例
参
照
。

⑲
『
貞
慶
撰
『
唯
識
論
尋
思
鈔
』
の
研
究―

「
別
要
」
教
理
篇
上
』
一
一
五
五
。
註
④
に
記
し

た
通
り
同
書
訓
読
文
は
現
代
的
観
点
か
ら
読
み
や
す
さ
に
考
慮
し
て
現
代
仮
名
遣
い
に
し
て
い

る
。
本
稿
で
は
日
本
漢
文
史
に
照
ら
し
て
現
時
点
で
は
歴
史
的
仮
名
遣
い
に
変
更
し
、
訓
読
文

で
の
漢
字
も
原
文
通
り
と
し
た
。
な
お
返
り
点
は
原
文
通
り
と
し
て
い
る
が
、
訓
読
す
る
際
は

必
ず
し
も
そ
れ
に
従
わ
な
い
場
合
が
あ
る
。
引
用
文
に
訂
正
が
あ
る
場
合
は
す
べ
て
訂
正
字
句

と
す
る
。
以
下
同
様
。

⑳
『
貞
慶
撰
『
唯
識
論
尋
思
鈔
』
の
研
究―

「
別
要
」
教
理
篇
上
』
一
一
五
三
。

『
貞
慶
撰
『
唯
識
論
尋
思
鈔
』
の
研
究―

「
別
要
」
教
理
篇
上
』
一
一
五
五
～
一
一
五
六
。

『
成
唯
識
論
了
義
灯
』
巻
一
末
（
大
正
四
三
・
六
七
三
中
）
。

『
成
唯
識
論
了
義
灯
』
巻
一
末
（
大
正
四
三
・
六
七
三
中
）
。

『
成
唯
識
』
巻
一
（
大
正
三
一
・
一
上
）
。

『
成
唯
識
論
演
秘
』
巻
一
本
（
大
正
四
三
・
八
一
七
中
）
。
［
原
本
寛
文
十
一
年
版
本
、
甲
本
東

大
寺
蔵
古
版
本
、
乙
本
薬
師
寺
蔵
古
版
本
、
丙
本
大
谷
大
学
蔵
古
版
本
］

対
校
本
甲
本
は
「
理
即
有
失
」
の

「
失
」
は
「
失
＝
矣
」
と
あ
る
が
文
脈
上
採
ら
な
い
。

『
成
唯
識
論
同
学
鈔
』
巻
一―

七
（
大
正
六
六
・
六
八
中
）
。

『
貞
慶
撰
『
唯
識
論
尋
思
鈔
』
の
研
究―

「
別
要
」
教
理
篇
上
』
一
一
五
三
。

『
成
唯
識
論
演
秘
』
巻
一
本
（
大
正
四
三
・
八
一
七
中
）
。

『
成
唯
識
論
演
秘
』
巻
一
本
（
大
正
四
三
・
八
一
七
中
）
。

『
貞
慶
撰
『
唯
識
論
尋
思
鈔
』
の
研
究―

「
別
要
」
教
理
篇
上
』
一
一
五
三
～
一
一
五
四
。

『
貞
慶
撰
『
唯
識
論
尋
思
鈔
』
の
研
究―

「
別
要
」
教
理
篇
上
』
一
一
五
六
。

「
本
云
」
を
蔵
俊
、
後
述
の
「
末
云
」
を
貞
慶
と
措
定
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
既
に
註
②

の
新
倉
論
稿
に
お
い
て
早
期
の
段
階
で
言
及
し
て
い
る
。

『
成
唯
識
論
』
巻
九
「
金
剛
喩
定
現
在
前
時
彼
皆
頓
斷
入
如
來
地
。
由
斯
佛
地
説
斷
二
愚
及

彼
麁
重
」
（
大
正
三
一
・
五
三
・
下
）
。
こ
の
金
剛
喩
定
は
、
菩
薩
の
修
行
階
梯
の
中
の
第
十
地

満
心
に
仏
果
を
障
礙
す
る

後
ま
で
残
っ
た
微
細
な
惑
障
を
頓
断
し
て
、
次
に
究
竟
位
に
至
る

た
め
の
禅
定
を
指
す
。
『
尋
思
別
要
』
で
は
金
剛
無
間
道
の
段
階
に
あ
り
等
覚
の
位
に
あ
た
る
。

『
貞
慶
撰
『
唯
識
論
尋
思
鈔
』
の
研
究―

「
別
要
」
教
理
篇
上
』
一
一
五
四
。

『
貞
慶
撰
『
唯
識
論
尋
思
鈔
』
の
研
究―

「
別
要
」
教
理
篇
上
』
一
一
五
六
。

『
貞
慶
撰
『
唯
識
論
尋
思
鈔
』
の
研
究―

「
別
要
」
教
理
篇
上
』
一
一
五
四
。

『
貞
慶
撰
『
唯
識
論
尋
思
鈔
』
の
研
究―

「
別
要
」
教
理
篇
上
』
一
一
五
六
。

『
成
唯
識
論
演
秘
』
巻
一
本
（
大
正
四
三
・
八
一
七
中
）
。

『
成
唯
識
論
演
秘
』
巻
一
本
（
大
正
四
三
・
八
一
七
中
）
。

「
其
以
就
故
上
綱
反
旧
抄
等
取
略
拾/

其
れ
以
て
故
上
綱
の
変
旧
抄
等
に
就
き
取
略
し
て
拾

ふ
」
（
『
論
第
一
巻
尋
思
鈔
』
十
四
丁
表
（
奥
書
に
相
当
）
、
龍
谷
大
学
蔵
）
。
こ
の
「
取
略

拾
」
を
蔵
俊
の
『
菩
提
院
抄
』
（
『
変
旧
抄
』･

『
問
答
』
）
の
文
を
取
っ
て
略
し
て
そ
の
ま

ま
記
す
と
い
う
よ
う
に
受
け
止
め
ら
れ
な
く
も
な
い
が
、
奥
書
全
文
か
ら
見
れ
ば
『
尋
思
鈔
』

作
成
の
た
め
の
手
本
と
し
て
い
る
文
言
に
変
わ
り
は
な
い
。
な
お
全
文
翻
刻
は
楠
淳
證
著
『
貞

慶
撰
『
唯
識
論
尋
思
鈔
』
の
研
究―

仏
道
篇―

』
六
四
～
六
五
（
法
蔵
館
、
二
○
一
九
年
七

月
）
及
び
『
貞
慶
撰
『
唯
識
論
尋
思
鈔
』
の
研
究―

「
別
要
」
教
理
篇
上
』
一
八
五
～
一
八
六

が
あ
る
。

『
同
学
鈔
』
巻
一―

七
（
大
正
六
六
・
六
七
下
～
六
八
下
）
で
は
本
論
義
テ
ー
マ
を
含
め

「
真
智
平
等
」
・
「
仏
所
得
法
」
の
三
論
義
を
別
立
て
て
論
じ
て
お
り
、
『
尋
思
別
要
』
で
は

03後藤康夫－縦.indd   39 2023/07/11   16:21:23



後藤　康夫 40

本
論
義
テ
ー
マ
と
「
仏
所
得
法
而
皆
得
」
を
挙
げ
て
い
る
。
但
し
『
尋
思
鈔
』
の
文
集
（
資
料

集
）
的
位
置
に
あ
る
と
見
て
差
し
支
え
な
い
『
本
文
抄
』
巻
一―

四
（
大
正
六
五
・
四
三
七
下

～
四
三
八
中
）
で
は
本
論
義
テ
ー
マ
の
み
の
資
料
が
提
示
さ
れ
る
だ
け
で
あ
る
。
そ
の
目
次
に

は
「
等
覚
名
事
」
と
あ
り
、
本
文
は
「
問
。
契
經
中
以
金
剛
心
菩
薩
名
等
覺
云
云
爾
者
燈
師
何

釋
之
乎
」
（
註
⑰
参
照
）
で
問
答
が
始
ま
っ
て
い
る
。

六
、
附
『
貞
慶
撰
『
唯
識
論
尋
思
鈔
』
の
研
究
ー
「
別
要
」
教
理
篇
上
』
校
正
漏
れ

修
正

　

こ
こ
で
は
筆
者
が
編
集
（
執
筆
含
む
）
を
担
当
し
た
箇
所
の
み
に
限
定
し
た
い
。

本
稿
論
義
テ
ー
マ
「
無
間
解
脱
同
断
一
障
」
に
つ
い
て
は
本
稿
で
の
引
用
は
す
べ
て

修
正
し
た
字
句
と
し
て
い
る
。
な
お
、
脱
稿
後
新
た
な
箇
所
が
見
出
さ
れ
た
場
合

は
、
適
切
な
時
期
に
対
応
し
た
い
。

・
二
五
三
頁
上
段
末

　

「
唯
識
論
尋
思
鈔
十
三
冊
　

善
通
寺
蔵
（
旭
雅
写
）
」
↓
「
追
加
」

・
八
六
六
頁
〔
注
26
〕

　

「
大
谷
本
『
大
乗
義
章
』
」
↓
「
大
谷
本
・
『
大
乗
義
章
』
」

・
九
○
二
頁
十
行

　

「
こ
の
世
界
で
は
後
導
師
の
入
滅
後
は
」
↓
「
こ
の
世
界
で
は
入
滅
後
導
師
は
」

・
一
一
五
四
頁
四
行
、
一
一
五
七
頁
二
行

　

「
未
」
↓
「
末
」

・
一
一
五
三
頁
十
一
行

　

「*

或
本
」
↓
「*

文
或
本
」

・
一
一
五
六
頁
九
行

　

「
未
見
文
」
↓
「
「
未
見
文
」
」

・
一
一
六
○
頁
十
五
行
、
一
一
六
三
頁
六
行

　

「
が
あ
る
」
↓
「
が
あ
る
（
愚
見
）
」

・
一
一
六
二
頁
六
行

　

「
末
云
に
は
」
↓
「
「
末
云
」
に
は
」

・
一
一
六
三
頁
三
行
～
四
行

　

「
金
剛
心
以
前
に
は
～
理
に
至
る
た
め
」
↓
「
削
除
」

・
一
三
一
五
頁
六
行

　

「
第
四
頁
」
↓
「
第
四
項
」

・
一
三
一
六
頁
五
行
、
十
四
行

　

「
第
六
頁
、
第
七
頁
」
↓
「
第
六
項
、
第
七
項
」

・
一
三
一
七
頁
七
行

　

「
第
八
頁
↓
第
八
項
」

・
一
三
一
八
頁
四
行

　

「
第
九
頁
↓
第
九
項
」

・
一
三
一
九
頁
二
行

　

「
第
十
頁
」
↓
「
第
十
項
」

・
筆
者
奥
付

：

　

「
在
東
亜
的
佛
教
邏
輯
学
之
開
展―

日
本
因
明
之
特
色
」
↓
「
在

的
佛
教

学
之

展―

日
本
因
明
之
特
色
」
（
印
刷
所
の
都
合
で
正
字[

繁
体
字]

と
な
っ
て
い
る
が
、
原

題
は
簡
体
字
で
記
し
た
た
め
こ
こ
に
掲
載
し
て
お
く
）

・
補
筆

書
籍
内
で
使
用
し
て
い
た
『
日
本
古
典
籍
総
合
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（U

n
io

n
 

C
a

ta
lo

g
u

e
 o

f E
a

r
ly

 J
a

p
a

n
e
s
e
 B

o
o

k
s

）
は
二
〇
二
三
年
三
月
一
日
付
け

で
『
館
蔵
和
古
書
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
』
（C

a
ta

lo
g

u
e o

f E
a
r
ly

 J
a
p

a
n

ese 

B
o
o
k

s a
t N

IJ
L

）
・
『
新
日
本
古
典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
』
（D

a
ta

b
a
se o

f 

P
re-M

o
d
ern

 J
a
p
a
n

ese W
o
rk

s

）
と
共
に
『
国
書
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
』
（U

n
io

n
 

C
a
ta

lo
g

u
e D

a
ta

b
a
se o

f J
a
p
a
n

ese T
ex

ts

）
に
統
合
さ
れ
て
い
る
。
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